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平
成
24
年
度

私
た
ち
の
ま
ち
の
主
な
事
業【

公
共
交
通
の
充
実
】

●
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
と
利
用

　

促
進

　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
６
，３
９
８
万
円

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
よ
り
便
利
に
利
用

し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
回
数
乗
車
券
の
販
売

や
各
利
用
者
に
合
わ
せ
た
マ
イ
時
刻
表
を
作

成
し
ま
す
。　

　

小
中
高
生
を
対
象
と
し
た
夏
季
期
間
限
定

フ
リ
ー
パ
ス
券
の
販
売
や
、
運
転
免
許
を
自

主
返
納
さ
れ
た

満
65
歳
以
上
の

人
に
免
許
返
納

日
か
ら
10
年
間

の
無
料
定
期
乗

車
券
を
交
付
し

ま
す
。

●
路
線
バ
ス
の
利
用
促
進

　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
３
，８
３
９
万
円

　

町
民
の
「
足
」
と
な
る
路
線
バ
ス
の
維
持
・

充
実
を
図
る
た
め
、
路
線
バ
ス
を
利
用
す
る

高
齢
者
や
高
校
生
な
ど
の
運
賃
の
補
助
を
行

い
ま
す
。

　

疾
病
の
回
復
期
ま
た
は
治
療
中
で
集
団
保

育
が
困
難
な
児
童
を
一
時
的
に
預
か
る
こ
と

に
よ
り
、
保
護
者
の
子
育
て
と
仕
事
の
両
立

を
支
援
し
ま
す
。

●
保
育
料
の
助
成

　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
６
５
６
万
円

　

子
育
て
家
庭
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る

た
め
、
第
3
子
以
降
の
3
歳
未
満
児
の
保
育

料
を
無
料
に
し
ま
す
。
ま
た
、
3
人
同
時
に

保
育
所
に
入
所
し
た
場
合
、
第
3
子
以
降
の

保
育
料
を
減
免
し
ま
す
。

●
子
ど
も
医
療
費
の
助
成

　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
４
，４
１
３
万
円

　

子
育
て
家
庭
へ
の
経
済
的
な
支
援
を
行
う

た
め
、
中
学
校
3
年
生
ま
で
の
子
ど
も
に
か

か
る
医
療
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。
た
だ

し
、
小
学
校
4
年
生
か
ら
中
学
校
3
年
生
ま

で
の
子
ど
も
に
つ
い
て
は
、
所
得
税
非
課
税

世
帯
が
助
成
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

●
保
育
所
の
改
修
（
新
規
）

　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
２
，８
１
７
万
円

　

入
所
児
童
の
安
全
を
管
理
す
る
た
め
、
宮

崎
中
央
保
育
所
周
辺
に
フ
ェ
ン
ス
を
取
り
付

け
ま
す
。

　

未
満
児
の
入
所
者
数
の
増
加
に
対
応
す
る

た
め
、
旧
宮
崎
児
童
館
を
乳
児
室
に
改
修
し

ま
す
。

【
高
齢
者
・
障
が
い
者
福
祉
の
充
実
】

●
地
域
支
え
合
い
体
制
づ
く
り
の
推
進

　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
４
０
３
万
円

　

軽
い
認
知
症
の
人
や
高
齢
者
が
安
心
し
て

歩
道
整
備
、（
仮
）
平
等
線
の
道
路
整
備
、
馬

場
高
橋
線
と
志
津
線
の
消
雪
設
備
の
整
備
を

行
い
ま
す
。

　

町
道
の
安
全
性
・
利
便
性
を
向
上
さ
せ
る

た
め
、
災
害
防
除
工
事
や
局
部
的
な
舗
装･

側
溝
改
良
工
事
な
ど
を
行
い
ま
す
。

【
下
水
道
な
ど
の
整
備
】

●
浄
化
セ
ン
タ
ー
施
設
の
改
築

　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
７
，６
０
０
万
円

　

朝
日
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
処
理
設
備
の
老
朽

化
や
高
度
化
に
対
応
す
る
た
め
、
機
械
電
気

設
備
の
更
新
を
行
い
ま
す
。

【
宅
地
・
住
宅
の
整
備
】

●
宅
地
造
成
の
推
進
（
新
規
）

　

…
…
…
…
…
…
…
１
億
２
，６
１
４
万
円

　

自
然
環
境
を
生
か
し
た
低
廉
で
ゆ
と
り
の

あ
る
宅
地
を
供
給
す
る
た
め
、
測
量
、
設
計
、

用
地
取
得
な
ど
を
行
い
ま
す
。

診
断
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
超
音
波
診
断
装

置
（
エ
コ
ー
）、
網
膜
疾
患
や
視
神
経
疾
患
な

ど
に
よ
る
視
野
の
異
常
を
検
査
す
る
全
自
動

視
野
計
、
Ｘ
線
撮
影
時
の
画
像
記
録
機
器
の

更
新
を
行
い
ま
す
。

【
子
育
て
・
少
子
化
対
策
の
充
実
】

●
妊
婦
・
乳
児
健
診
費
の
助
成

　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
，９
２
９
万
円

　

妊
娠
・
出
産
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る

た
め
、
妊
婦
・
乳
児
健
診
費
の
助
成
を
行
い

ま
す
。

●
特
定
不
妊
治
療
費
の
助
成

　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
５
０
万
円

　

不
妊
治
療
を
受
け
て
い
る
夫
婦
の
経
済
的

負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
医
療
保
険
が
適
用

さ
れ
な
い
特
定
不
妊
治
療
費
の
助
成
を
行
い

ま
す
。

●
病
児
・
病
後
児
保
育
の
推
進

　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
７
４
６
万
円

【
道
路
網
の
整
備
】

●
よ
り
安
全
な
道
路
へ
の
改
良

　

…
…
…
…
…
…
…
３
億
１
，４
０
０
万
円

　

日
常
生
活
・
産
業
活
動
を
支
え
る
道
路
網

を
整
備
す
る

た
め
、
国
県

道
で
は
、
県

施
工
に
よ
り

国
道
３
０
５

号
や
福
井
大

森
河
野
線
な

ど
を
改
良
し

ま
す
。

　

町
道
で
は
、

北
岩
倉
線
の

【
保
健
事
業
の
推
進
】

●
が
ん
検
診
の
実
施

　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
，９
３
０
万
円

　

町
内
に
住
所
が
あ
り
、
職
場
な
ど
で
検

診
を
受
け
る
機
会
の
な
い
人
を
対
象
に
、
集

団
検
診
、
無
料
ク
ー
ポ
ン
検
診
、
節
目
検
診
、

個
別
検
診
を
行
い
ま
す
。

●
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
の
実
施

　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
，０
８
３
万
円

　

40
歳
〜
74
歳
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者
を

対
象
に
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に

着
目
し
た
検
診
と
保
健
指
導
を
行
い
ま
す
。

●
自
殺
予
防
意
識
の
普
及
啓
発

　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
６
６
万
円

　

社
会
的
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
自
殺
の
予

防
に
む
け
た
啓
発
活
動
、
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー

養
成
、
相
談
支
援
を
行
い
ま
す
。

【
医
療
環
境
の
充
実
】

●
織
田
病
院
に
お
け
る
医
療
機
器
の
整
備

　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
２
，７
８
０
万
円

　

受
診
者
の
身
体
へ
の
負
担
が
少
な
く
、
腫

瘍
や
炎
症
な
ど
の
映
像
を
映
し
出
し
正
確
な

【
防
災
・
救
急
体
制
の
整
備
】

●
原
子
力
防
災
対
策
の
強
化
（
新
規
）

　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
８
０
６
万
円

　

原
子
力
防
災
対
策
の
強
化
を
図
る
た
め
、

国
の
原
子
力
防
災
指
針
や
県
の
地
域
防
災
計

画
の
見
直
し
に
基
づ
き
、
地
域
防
災
計
画
を

見
直
す
と
と
も
に
、
役
場
本
庁
と
宮
崎
・
越

前
・
織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
放
射

線
測
定
器
を
配
置
し
ま
す
。

●
地
震
・
津
波
対
策
の
実
施
（
新
規
）

　

…
…
…
…
…
…
…
…
３
，
４
４
０
万
円

　

日
本
海
沖
で
の
地
震
に
よ
る
津
波
に
対
す

る
越
前
地
区
沿
岸
の
住
民
の
安
全
を
確
保
す

る
た
め
、
避
難
誘
導
看
板
・
海
抜
標
識
を
設

置
す
る
と
と
も
に
、
避
難
路
を
整
備
し
ま
す
。

●
災
害
時
の
避
難
者
受
け
入
れ
体
制
の

　

充
実
（
新
規
）

　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
７
８
３
万
円

　

災
害
発
生
時
の
避
難
者
受
け
入
れ
体
制
の

充
実
を
図
る
た
め
、
避
難
生
活
備
蓄
物
資
を

増
配
す
る
と
と
も
に
、
四
ケ
浦
小
学
校
・
城

崎
小
学
校
・
越
前
中
学
校
に
防
災
備
蓄
倉
庫

を
整
備
し
ま
す
。

日
常
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
老

人
福
祉
施
設
な
ど
を
利
用
し
て
見
守
り
を
実

施
し
ま
す
。

　

認
知
症
の
人
や
高
齢
者
を
在
宅
で
介
護
し

て
い
る
人
に
意
見
交
換
な
ど
の
親
睦
の
場
を

提
供
し
、
介
護
へ
の
不
安
や
悩
み
を
解
消
し
、

心
身
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
在
宅
介
護
を
続

け
ら
れ
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

　

災
害
発
生
時
に
要
援
護
者
と
な
る
一
人
暮

ら
し
高
齢
者
、
高
齢
者
の
み
の
世
帯
、
障
が

い
者
（
世
帯
）
の
情
報
を
整
備
し
、
各
地
区

に
お
け
る
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を

支
援
し
ま
す
。

●
障
が
い
者
福
祉
の
充
実

　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
２
，０
４
０
万
円

　

障
が
い
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し

て
自
立
し
た
豊
か
な
日
常
生
活
を
送
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
対
す
る

情
報
の
提
供
や
助
言
を
行
い
ま
す
。
意
思
伝

達
に
支
障
の
あ
る
人
に
は
、
手
話
通
訳
者
を

派
遣
す
る
と
と
も
に
、
日
常
生
活
用
具
の
給

付
や
外
出
な
ど
に
対
す
る
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、越
前
町
総
合
振
興
計
画
で
町
の
最
重
点
目
標
と

し
て
掲
げ
た 

「
人
口
の
維
持
・
増
加
」 

に
向
け
て
、定
住
促
進
の

受
け
皿
づ
く
り
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
育
成
、防
災
体
制
の
充

実
、町
内
産
業
の
活
性
化
、着
地
型
観
光
の
展
開
の
五
つ
の
施
策

を
重
点
に
、各
種
事
業
を
着
実
に
実
施
し
ま
す
。

住
み
や
す
い
ま
ち
を
演
出
す
る

　

都
市
基
盤
・
公
共
施
設
の
充
実
と

　
　

く
ら
し
の
安
全
確
保
を
図
り
ま
す
。

安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る

　

保
健
・
医
療
と
福
祉
の

充
実
を
図
り
ま
す
。

健
康
で
安
心
し
て

　
　

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

快
適
で
安
全
に

　
　
　

住
め
る
ま
ち
づ
く
り

（北岩倉線歩道整備）

超音波診断装置（エコー）

（宮崎中央保育所・旧宮崎児童館）
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【
水
産
業
の
振
興
】

●
漁
港
の
整
備

　

…
…
…
…
…
３
，０
５
０
万
円

　

茂
原
漁
港
に
お
い
て
、
漁
船

が
安
全
に
航
行
で
き
る
よ
う
、

離
岸
堤
を
増
設
し
ま
す
。

●
漁
場
環
境
の
保
全

　

…
…
…
…
…
６
，０
２
４
万
円

　

海
底
の
固
化
し
た
底
土
に
酸

素
を
供
給
し
、
微
生
物
の
増
殖

を
促
す
こ
と
に
よ
り
漁
獲
量
の

増
大
を
図
る
た
め
、
ア
マ
エ
ビ
・

ア
カ
ガ
レ
イ
・
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
の
底

曳
網
漁
場
の
海
底
耕
耘
を
実
施

し
ま
す
。

え
、
国
民
宿
舎
か
れ
い
崎
荘
空

調
設
備
の
改
修
、
悠
久
ロ
マ
ン

の
杜
遊
具
の
整
備
、
オ
タ
イ
コ
・

ヒ
ル
ズ
野
外
ス
テ
ー
ジ
屋
根
の

補
修
を
行
い
ま
す
。

　

越
前
水
仙
を
活
か
し
た
魅
力

的
な
観
光
地
と
す
る
た
め
、
越

前
岬
水
仙
ラ
ン
ド
を
核
と
し
た

越
前
水
仙
の
生
産
・
販
路
の
拡
大

と
施
設
の
改
修
に
つ
い
て
基
本

計
画
を
策
定
し
ま
す
。

【
自
然
環
境
の
保
全
】

●
海
岸
漂
着
物
の
回
収

　

…
…
…
…
…
…
３
０
０
万
円

　

越
前
海
岸
に
お
け
る
良
好
な

景
観
や
多
様
な
生
態
系
の
保
全

を
行
う
た
め
、
海
岸
に
漂
着
し
た

ご
み
の
回
収
処
理
を
行
い
ま
す
。

【
循
環
型
社
会
の
形
成
】

●
太
陽
光
発
電
設
備
の
整
備

　

…
…
…
…
…
…
１
６
８
万
円

　

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
促

進
に
よ
り
地
球
温
暖
化
を
防
止

す
る
た
め
、
住
宅
に
設
置
す
る

太
陽
光
発
電
設
備
設
置
費
の
一

部
を
補
助
し
ま
す
。

●
ご
み
減
量
化
・
リ
サ
イ
ク
ル

　

の
推
進

　

…
…
…
…
…
…
２
９
６
万
円

　

家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
生
ご

み
の
減
量
化
を
図
る
た
め
、
コ

ン
ポ
ス
ト
の
購
入
費
や
団
体
な

ど
が
実
施
す
る
資
源
回
収
に
対

し
補
助
し
ま
す
。

　

団
体
が
実
施
す
る
生
ゴ
ミ
処

理
機
を
活
用
し
た
リ
サ
イ
ク
ル

活
動
を
支
援
し
ま
す
。

【
文
化
財
の
保
護
・
継
承
】

●
越
前
学
悠
久
塾
の
開
催　
 

　

…
…
…
…
…
…
…
８
９
万
円

　

町
内
の
自
然
・
歴
史
・
文
化
な

ど
を
題
材
と
し
た
講
義
を
は
じ

め
、
町
が
行
う
文
化
財
の
調
査

や
研
究
成
果
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
る
町
民
対
象
の
講
座
を
開
催

し
ま
す
。

【
農
業
の
振
興
】

●
福
井
米
の
品
質
向
上（
新
規
）

　

…
…
…
…
…
７
，４
７
８
万
円

　

福
井
米
の
品
質
向
上
を
図
る

た
め
、
織
田
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー

の
機
械
設
備
の
改
修
、
朝
日
東

部
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
の
荷
受
集

計
シ
ス
テ
ム
の
改
修
、
宮
崎
・
朝

日
西
部
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
へ
の

食
味
分
析
計
の
導
入
を
支
援
し

ま
す
。

●
環
境
保
全
型
農
業
の
支
援

　

…
…
…
…
…
…
３
４
９
万
円

　

化
学
肥
料
や
化
学
合
成
農
薬

を
5
割
低
減
し
安
全
・
安
心
な
農

作
物
を
消
費
者
に
供
給
す
る
と

と
も
に
、
地
球
温
暖
化
防
止
や

生
態
系
保
全
に
貢
献
す
る
環
境

保
全
効
果
の
高
い
営
農
活
動
を

行
う
農
業
者
を
支
援

し
ま
す
。

【
商
工
業
の
振
興
】

●
ス
モ
ー
ル
ビ
ジ
ネ
ス
の
支
援

　

…
…
…
…
…
…
…
７
５
万
円

　

商
工
業
の
発
展
と
地
域
の
活

性
化
を
図
る
た
め
、
町
の
特
産
品

を
活
か
し
た
新
商
品
を
開
発
す

る
個
人
や
団
体
を
支
援
し
ま
す
。

【
観
光
産
業
の
活
性
化
】

●
文
化
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
誘
致

　

の
推
進

　

…
…
…
…
…
…
７
２
０
万
円

　

町
内
の
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
施
設

の
有
効
活
用
と
交
流
人
口
の
増

加
を
図
る
た
め
、
県
内
外
の
学

生
の
合
宿
を
誘
致
し
ま
す
。

●
観
光
施
設
の
整
備
・
充
実　

　
（
新
規
）

　

…
…
…
…
…
５
，１
０
５
万
円

　

経
年
劣
化
し
た
観
光
施
設
を

適
正
に
管
理
運
営
す
る
た
め
、

朋
楽
の
里
茅
葺
屋
根
の
葺
き
替

豊
か
な
自
然
を
活
か
し
、

　

地
域
資
源
と
共
生
す
る

産
業
を
育
成
し
ま
す
。

ま
ち
の
魅
力
と
な
る

  

地
域
資
源
を
保
存
・
継
承

   

し
つ
つ
、観
光
地
と
し
て
の

    

魅
力
向
上
を
図
り
ま
す
。

●
ホ
ッ
ケ
ー
全
国
大
会
の
開
催

　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
８
１
７
万
円

　

7
月
か
ら
8
月
に
か
け
て
「
平
成
24
年
度

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
ホ
ッ
ケ
ー
競

技
大
会
」
と
「
第
33
回
北
信
越
国
民
体
育
大

会
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
」、
11
月
に
「
第
13
回
全

日
本
中
学
生
都
道
府
県
対
抗
11
人
制
ホ
ッ

ケ
ー
選
手
権
大
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

【
学
校
教
育
環
境
の
充
実
】

●
講
師
と
生
活
支
援
員
の
配
置

　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
５
，０
２
２
万
円

　

中
高
一
貫
教
育
を
推
進
し
、
単
式
学
級
を

維
持
す
る
た
め
、
講
師
を
配
置
し
、
き
め
細

か
な
授
業
の
展
開
を
図
り
ま
す
。

　

障
が
い
を
抱
え
る
児
童
・
生
徒
の
学
校
生

活
活
動
の
向
上
を
図
る
た
め
、
生
活
支
援
員

を
配
置
し
、
教
育
的
支
援
を
行
い
ま
す
。

か
わ
り
な
く
そ
の
個
性
と
能
力
を
十
分
に
発

揮
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
小
・
中

学
校
で
の
気
づ
き
事
業
や
、
ま
ち
づ
く
り
推

進
員
と
男
女
共
同
参
画
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
連

携
す
る
町
民
主
体
の
つ
ど
い
を
実
施
し
ま
す
。

【
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
】

●
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
開
催
・
全
国
大
会

　

出
場
選
手
の
支
援

　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
５
５
万
円

　

町
民
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
振
興
を
図
る
た

め
、
町
内
の
種
目
別
協
会
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会

開
催
費
や
、
県
内
の
予
選
を
勝
ち
抜
き
全
国

大
会
な
ど
へ
出
場
す
る
選
手
の
参
加
費
に
対

し
補
助
し
ま
す
。

●
「
え
ち
ぜ
ん
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」
活
動

　

の
支
援

　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
６
５
万
円

　

誰
も
が
い
つ
で
も
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽

し
め
る
場
と
し
て
、
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
「
え
ち
ぜ
ん
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」
活

動
を
支
援
し
ま
す
。

　

ク
ラ
ブ
と
の
共
催
に
よ
る
季
節
の
短
期
イ

ベ
ン
ト
（
カ
ヌ
ー
・
水
泳
・
ス
キ
ー
教
室
）

を
開
催
し
ま
す
。

【
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
育
成
】

●
町
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
３
，０
６
８
万
円

　

朝
日
・
宮
崎
・
越
前
・
織
田
の
各
地
区
に
お

い
て
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
で
つ
く
る
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営
委
員
会
に
対
し
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
付
金
を
交
付
し
、
地
域
の
特

色
を
活
か
し
た
賑
わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
ま
す
。

●
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
整
備

　

…
…
…
…
…
…
…
４
億
３
，３
７
７
万
円

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
活
性
化
を
図

る
た
め
、
織
田
地
区
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
の
活
動
拠
点
と
し
て
、
平
成
23
年
度
と
平

成
24
年
度
の
2
ヶ
年
継
続
事
業
に
よ
り
、
織

田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
建
設
し
ま
す
。

【
男
女
共
同
参
画
社
会
の
推
進
】

●
個
性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮
で
き
る

　

ま
ち
づ
く
り
の
推
進

　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
６
４
２
万
円

　

え
ち
ぜ
ん
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
に
基
づ

き
、
お
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
、
性
別
に
か

●
教
育
相
談
員
の
配
置

　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
５
１
２
万
円

　

各
地
区
に
教
育
相
談
員
を
配
置
し
、
悩
み

を
抱
え
る
児
童
・
生
徒
や
保
護
者
か
ら
の
相

談
と
適
応
指
導
教
室
を
行
い
ま
す
。

●
小
・
中
学
校
施
設
の
改
修

　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
６
，０
６
０
万
円

　

児
童
・
生
徒
の
安
全
安
心
な
学
校
生
活
を

確
保
す
る
た
め
、
糸
生
小
学
校
の
屋
根
と
萩

野
小
学
校
の
屋
上
の
防
水
工
事
を
行
う
と
と

も
に
、
老
朽
化
に
伴
う
小
・
中
学
校
の
施
設

設
備
を
改
修
し
ま
す
。

●
中
学
校
空
調
設
備
の
整
備
（
新
規
）

　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
９
，１
４
２
万
円

　

生
徒
が
授
業
に
集
中
で
き
る
環
境
を
整
備

す
る
た
め
、
朝
日
・
宮
崎
・
越
前
・
織
田
中
学

校
の
普
通
教
室
に
空
調
設
備
を
設
置
し
ま
す
。

※
こ
の
事
業
は
平
成
23
年
度
か
ら
の
繰
越
事
業

　

で
す
。

【
国
際
交
流
の
推
進
】

●
多
文
化
共
生
の
推
進

　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
，３
４
０
万
円

　

国
際
交
流
員
や
外
国
人
相
談
員
を
配
置
し
、

町
民
と
在
住
外
国
人
が
共
に
生
活
し
て
い
く

た
め
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。

　

国
際
交
流
協
会
を
中
心
と
し
て
、
ア
メ
リ

カ
、
タ
イ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
の
間
で
青

少
年
の
交
流
を
行
い
、
国
際
社
会
に
対
応
で

き
る
人
材
の
育
成
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

国
際
交
流
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
国
際
理
解
講

座
、
語
学
講
座
な
ど
を
開
催
し
ま
す
。

町
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
、

　

次
世
代
を
担
う
人
材
を
育
成
し
ま
す
。

（昨年の全日本女子ホッケー選手権大会）

元
気
で
活
力

み
な
ぎ
る
ま
ち
づ
く
り

個
性
豊
か
で
誇
り
の

も
て
る
ま
ち
づ
く
り

人
が
輝
き
交
流
で

　
　

満
ち
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

（環境保全型農業の取組：冬期湛水）

（越前岬水仙ランド全景）
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　3月28日、越前町生涯学習センタ－で、関町長、北野議長、朝日地区の町議会議員を招いて、区長委
員、各団体長委員、代議員、企画部会員の約110人が出席し、設立総会が開かれました。
　総会では各集落の代表者である代議員
が、規約の制定や事業計画などの4議案
を承認しました。
　今後、公募した19人の企画部会員によ
る、自然環境、歴史文化、イベント、健康、
防災など幅広い提案をもとに、まちづく
り計画を策定し実行していきます。

みんなでつくろう 幸せにくらせる 夢のあるまちをみんなでつくろう 幸せにくらせる 夢のあるまちを

朝日地域コミュニティ運営委員会
設立総会を開催！

　私たちの朝日地域は、歴史も古く、豊かな文化
に恵まれ、またスポーツも盛んな、人情の厚いま
ちです。
　皆さんが、この地域に愛着と誇り、そして心に
ゆとりを持ち、夢と希望があふれ、活気あるまち
づくりを目指していきたいと考えております。
　まちづくりは、一朝一夕にできるものではあり
ません。地域と子どもたちの未来のために、素晴
らしいまちづくりとなりますよう、皆さんのご協
力をお願い申し上げます。

委員長　佐々木　正純　

【
役
員
の
皆
さ
ん
】 （
敬
称
略
）

委
員
長 

佐
々
木 

正
純 （
団
体
長
委
員
）

副
委
員
長 

大 

林  

良 

樹 （
団
体
長
委
員
）

副
委
員
長 

寺 

坂  

律 

子 （
委
員
・
企
画
部
会
員
）

副
委
員
長 

時
田 

和
一
良 （
団
体
長
委
員
）

顧　
　

問 

坪 

川  

和 

夫 （
区
長
会
長
・
区
長
委
員
）

監　
　

事 

吉 

田   　

孝 （
区
長
委
員
）

監　
　

事 

松 

山  

治 

幸 （
区
長
委
員
）

会　
　

計 

内 

藤  

尚 

子 （
企
画
部
会
員
）

書　
　

記 

佐
々
木 

博
隆 （
区
長
委
員
）

【
企
画
部
会
員
の
皆
さ
ん
】

（
敬
称
略
）

ま
ち
づ
く
り
の

　

提
案
を
し
て
い
た
だ
く

　
　
　
　
　

皆
さ
ん
で
す
。

大 

島  　

 

巖 

（
上
川
去
）

木 

下  

新 

一 

（
栃　

川
）

桑 

原  

美 

保 

（
上
糸
生
）

清
水 

め
ぐ
み 

（
乙　

坂
）

竹 

内  

英 

樹 

（
内　

郡
）

竹 

内  

勇 

樹 

（
栃　

川
）

為 

国  

幸 

子 

（
茱　

原
）

寺 

坂  

律 

子 

（
内　

郡
）

寺
田 

千
恵
子 

（
栃　

川
）

飛 

田  

浩 

平 

（
西
田
中
）

内
藤 

仁
之
栄 

（
栃　

川
）

内 

藤  

尚 

子 

（
内　

郡
）

福 

島  

一 

郎 

（
西
田
中
）

藤 

川  

明 

宏 

（
朝　

日
）

松 

橋  　

 

樹 

（
東
内
郡
）

水 

野  

彰 

雄 

（
頭　

谷
）

宮 

川  

絹 

祥 

（
佐
々
生
）

安 

井  

耕 

策 

（
小　

倉
）

山 

口  

賢 

治 

（
境　

野
）

（
50
音
順
）

平成23年度予算の下半期（3月31日現在）の執行状況などをお知らせします。

一般会計の収支状況

特別会計・企業会計の収支状況

予算規模

財産の現在高

町債の現在高

会　　計 当初予算額 補正予算額 予算現額
一般会計 124億2,940万円 9億2,183万1千円 133億5,123万1千円
特別会計 62億1,769万8千円 1億5,458万4千円 63億7,228万2千円
企業会計 15億3,742万円 1億3,662万3千円 16億7,404万3千円
合　　計 201億8,451万8千円 12億1,303万8千円 213億9,755万6千円

科　　目 予算現額
A

収入済額
B

収入率
B／ A

町 税 2,112,482 2,331,732 110.4%
地 方 譲 与 税 等 397,001 410,849 103.5%
地 方 交 付 税 6,389,196 6,797,974 106.4%
交通安全対策特別交付金 2,000 2,542 127.1%
分担金及び負担金 356,261 325,057 91.2%
使用料及び手数料 84,441 85,132 100.8%
国 庫 支 出 金 728,935 715,298 98.1%
県 支 出 金 1,319,799 300,785 22.8%
財 産 収 入 135,660 106,346 78.4%
寄 附 金 21,335 21,144 99.1%
繰 入 金 64,894 62,590 96.4%
繰 越 金 777,760 777,760 100.0%
諸 収 入 314,567 262,233 83.4%
町 債 646,900 0 0.0%
歳　入　合　計 13,351,231 12,199,442 91.4%

会　計　名 予算現額
A

収入済額
B

収入率
B／ A

支出済額
C

支出率
C／ A

国民健康保険事業 2,248,435 2,070,872 92.1% 2,081,836 92.6%
介 護 保 険 事 業 2,151,540 1,734,500 80.6% 1,953,571 90.8%
後期高齢者医療事業 229,960 229,926 100.0% 207,625 90.3%
簡 易 水 道 事 業 404,103 241,903 59.9% 375,524 92.9%
公 共 下 水 道 事 業 907,056 215,640 23.8% 810,920 89.4%
集 落 排 水 事 業 384,940 165,737 43.1% 366,576 95.2%
温 泉 事 業 18,589 18,117 97.5% 14,307 77.0%
農林漁業体験実習館事業 27,659 16,469 59.5% 23,079 83.4%
合　　　　　　計 6,372,282 4,693,164 73.6% 5,833,438 91.5%

種　　　　　別 現在高

公  

有  

財  

産

土 地 2,732,782㎡
建 物 207,681㎡
山 林 1,629,476㎡
物 権 17,501㎡
有 価 証 券 1,500千円
出資による権利 633,298千円

基
金
一 般 会 計 4,527,874千円
特 別 会 計 437,453千円

区　　　　　分 現在高
一 般 会 計 12,541,984千円

特
別
会
計

簡 易 水 道 事 業 3,147,596千円
公共下水道事業 4,512,888千円
集 落 排 水 事 業 1,988,130千円
温 泉 事 業 16,000千円

企
業
会
計

上 水 道 事 業 2,487,168千円
国民健康保険病院事業 857,520千円
合　　　　　計 25,551,286千円

会 計 名 区　分
収　　　入 支　　　出

予算現額
A

収入済額
B

収入率
B／ A

予算現額
C

支出済額
D

支出率
D／ C

上水道事業
収益的収支 271,930 271,215 99.7% 271,930 268,737 98.8%
資本的収支 7,897 7,484 94.8% 115,193 113,161 98.2%
合　計 279,827 278,699 99.6% 387,123 381,898 98.7%

国民健康保
険病院事業

収益的収支 1,181,523 1,262,784 106.9% 1,181,523 1,128,134 95.5%
資本的収支 68,607 68,607 100.0% 105,397 105,397 100.0%
合　計 1,250,130 1,331,391 106.5% 1,286,920 1,233,531 95.9%

※資本的収入が資本的支出に対し不足する分は損益勘定留保資金等で補てんしました。

科　　目 予算現額
A

支出済額
B

支出率
B／ A

議 会 費 154,438 152,248 98.6%
総 務 費 1,590,139 1,214,048 76.3%
民 生 費 3,116,208 2,638,895 84.7%
衛 生 費 889,576 693,405 77.9%
労 働 費 43,763 43,571 99.6%
農 林 水 産 業 費 1,198,049 664,223 55.4%
商 工 費 491,988 408,391 83.0%
土 木 費 1,229,583 437,350 35.6%
消 防 費 762,573 505,648 66.3%
教 育 費 1,315,358 1,143,426 86.9%
公 債 費 1,917,670 1,916,853 99.9%
諸 支 出 金 597,377 597,184 100.0%
予 備 費 5,033 0 0.0%
災 害 復 旧 費 39,476 25,233 63.9%
歳　出　合　計 13,351,231 10,440,475 78.2%

■歳入 （単位：千円）

■特別会計の収支状況 （単位：千円）

■企業会計の収支状況 （単位：千円）

■歳出 （単位：千円）

　平成23年度の「一般会計、特別会計、企業会
計の予算規模、収支状況」と「財産、町債の現在
高」をお知らせします。
　なお、予算執行状況は平成24年3月31日の
状況であり、出納整理期間（4月～5月）中の収
支は含まれておりませんので、決算状況とは異な
ります。
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新しい区長の皆さんです。新しい区長の皆さんです。
よろしくお願いします。よろしくお願いします。

町と町民の皆さんを結ぶ架け橋になっていただく平成24年の区長が決まりました。
各地区の区長は次の皆さんです。（敬称略）

地
区
会
長

吉　

田　
　
　

滋

地
区
副
会
長

小　

山　

正　

善

〃

黒　

田　

文　

男

熊
　

谷

川　

道　

晴　

実

古
　

屋

寺　
　
　

和　

弘

増
　

谷

上　

野　

重　

隆

小
曽
原
大
区

竹　

内　

敏　

明

小
曽
原
第
１

山　

内　

則　

彦

小
曽
原
第
２

朝　

倉　

顕　

人

小
曽
原
第
３

松　

野　

捨　

二

江
波
大
区

小　

山　

正　

善

江
波
第
１

向　

当　

一　

郎

江
波
第
２

井　

上　

宣　

泰

江
波
第
３

武　

田　

裕　

己

広
　

野

荒　
　
　

明　

義

蚊

谷

寺

武　

田　

一　

也

樫
津
大
区

吉　

田　
　
　

滋

樫
津
第
１

渡　

辺　

健　

治

樫
津
第
２

近　

藤　

弘　

美

八
田
新
保

中　

西　

弘　

一

舟
　

場

岡　

田　

武　

廣

八
　

田

齋　

藤　

壽　

英

陶
の
谷
大
区

黒　

田　

文　

男

円
　

満

山　

田　
　
　

勝

上
　

野

黒　

田　

文　

男

野

菅　

野　
　
　

博

宇

須

尾

青　

山　

栄　

治

大
　

谷

佐　

藤　

賢　

一

蝉
　

口

内　

田　

寛　

治

寺

山　

本　

正　

則

宮
崎
地
区

地
区
会
長

桝　

谷　

桝　

一

地
区
副
会
長

村　

田　

益　

廣

〃

堂
前
與
三
右
衛
門

玉
　

川

桝　

谷　

桝　

一

血

ヶ

平

清　

水　

隆　

行

左
　

右

黒　

田　
　
　

茂

梨
子
ヶ
平

川　

岸　

善　

和

（
区
長
代
理
）

梅
　

浦

岡　

田　

健　

彦

上
　

瀬

橋　

本　

一　

志

中
　

筋

熊　

坂　

英　

典

下
　

側

岸  　
　

正　

則

上
　

側

小
道
世　
　
　

進

鷺
　

崎

片　

岡　

喜
代
史

宿

枝　

中　

俊　

行

新
　

保

髙　

村　

邦　

裕

城

ヶ

谷

村　

田　

益　

廣

小
　

樟

大　

間　

憲　

之

大
　

樟

岩　

本　
　
　

勉

道
　

口

木　

下　

茂　

強

厨

別　

司　

正　

晴

茂
　

原

高　

橋　

政　

嘉

白
　

浜

山　

下　

喜
代
志

高
　

佐

壁　

下　

喜　

平

米
　

ノ

堂
前
與
三
右
衛
門

（
区
長
代
行
）

午
房
ヶ
平

嶽　
　
　
　
　

茂

六

呂

師

石　

田　

和　

也

越
前
地
区

地
区
会
長

鈴　

木　

文　

夫

地
区
副
会
長

谷　

口　

正　

治

〃

伊　

部　

英　

一

織
田
大
区

鈴　

木　

文　

夫

鎌
　

坂

駒　

野　

和　

彦

北

北　

嶋　

幸　

雄

東

福　

岡　

誠
一
郎

高
　

橋

駒　

野　

正　

憲

辻

小　

辻　

愼　

一

馬
　

場

山
﨑　

定
右
衞
門

上
　

野

坂　

下　

正　

人

寺
　

家

鈴　

木　

金
治
郎

杉

の

花

川　

上　

秀　

吉

市
　

場

谷　

口　

正　

治

堤

小　

柳　

義　

夫

平
　

等

平　

沢　

藤　

德

下

河

原

友　

廣　

隆　

治

矢
　

倉

石　

田　

一　

郎

中

宇　

野　

格　

士

大

王

丸

宇　

野　

徳　

次

三
　

崎

河　

上　

潤　

一

打
　

越

青　

山　
　
　

誠

四

ツ

杉

向　
　
　

孝　

男

下

山

中

中　

西　
　
　

彰

上

山

中

堀　
　

清 

一 

郎

細
　

野

伊　

部　

英　

一

岩
　

倉

佐
々
木　

勝　

行

笹
　

川

和　

田　

久　

之

桜
　

谷

伊　

藤　
　
　

博

山
　

田

久　

守　
　
　

徹

赤

井

谷

高　

畑　

光　

夫

入
　

尾

佐
々
木　

佐　

内

笈
　

松

佐
々
木　
　
　

嵩

萩
野
の
里

小　

塙　

正　

勝

脇
　

谷

菅　

原　

淸　

輝

丸
　

山

木　

下　

昌　

寿

西

ケ

丘

寺　

下　

幹　

雄

上
　

戸

姉　

崎　

敏　

明

織
田
地
区

地
区
会
長

坪　

川　

和　

夫

地
区
副
会
長

山　

口　

利　

憲

〃

五　

島　

利
兵
衞

西

田

中

坪　

川　

和　

夫

内
　

郡

春　

木　

誠　

一

朝
　

日

佐
々
木　

博　

隆

上

川

去

藤　

野　

達　

夫

春
　

日

仲　

保　

進
一
郎

岩
　

開

南　
　
　

正　

和

佐

々

生

藤　

井　

雅　

夫

宇
　

田

藤　

井　

健　

次

気

比

庄

前　

原　

貞　

一

田
　

中

竹　

内　

眞　

一

市

伊　

藤　

昭　

一

乙
　

坂

清　

水　

則　

雄

栃
　

川

木　

下　

芳　

明

天
　

王

木　

下　

義　

信

宝

泉

寺

森　

下　

良　

夫

金
　

谷

吉　

田　
　
　

孝

青
　

野

渡　

辺　

素　

明

頭
　

谷

藤　

井　

文　

夫

茱
　

原

佐　

藤　

光　

宣

境
　

野

山　

口　

利　

憲

横
　

山

五　

島　

利
兵
衞

牛
　

越

鷲　

田　

輝　

己

野
　

末

奥　

本　

直　

二

大
　

畑

北　
　
　

洋　

幸

小
　

倉

安　

井　

祐　

二

葛
　

野

漆　

﨑　

賢　

治

野
　

田

月　

田　

好　

孝

下

糸

生

松　

山　

治　

幸

脇

渡　

邉　

則　

雄

大

谷

寺

水　

島　

秀　

夫

中
　

野

冨　

山　

八　

郎

上

糸

生

渡　

邉　

直　

光

大
　

玉

松　

田　

清　

明

清
　

水

渡　

邉　

照　

夫

森

渡　

邉　

邦　

男

杖
　

立

山　

内　

敦　

雄

小
　

川

野　

村　

静　

雄

真
　

木

木　

村　

正　

幸

天
　

谷

駒　
　
　

啓　

一

朝
日
地
区

　

3
月
23
日
に
開
か
れ
た
議
会
定
例
会
で
教
育
委

員
に
次
の
人
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

　
　
　
　
　
　
　

春　

木　

誠　

一

　
　
　
　
　
　
　
　
（
内　

郡
）   【
新　

任
】

　

ま
た
、
4
月
2
日
の
教
育
委
員
会
で
、
委
員
長

と
同
職
務
代
理
者
が
そ
れ
ぞ
れ
決
ま
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
委
員
長

　
　
　
　
　
　
　
　

寺  

阪　
　

  

眞

　
　
　
　
　
　
　
　
（
内　

郡
）   【
再　

任
】

　
　
　
　
　
　
　
委
員
長
職
務
代
理
者

　
　
　
　
　
　
　
　

籔  

内　

義  

美

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 （
小
曽
原
）   【
再　

任
】

　

4
月
か
ら
新
た
に
17
人
の
先
生
が
町
外
か
ら
着
任
し
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

教
育
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

越前町教育支援センターを
開設しています！

　越前町教育支援センターでは、登校することに不安を持っ
ていたり、悩みを持っていたりする人たちの応援をしていま
す。また、子育てについての相談もお受けしています。

　毎週月曜日（祝日は除く）の15時から17時30分の間は、相談員が
常駐し、電話による相談も受付しています。

問合せ先　学校教育課　☎34 ｰ 8716

場　　　　　　所 教育相談員 電話番号
越前町生涯学習センター 松山　文雄 34-8718
宮崎コミュニティセンター 水上　富子 32-7700
越前コミュニティセンター 仲保チエコ 37-2262
織田児童館 小柳　千代 36-2237

◎対象　小・中学生、保護者

新
赴
任

職  

名

氏　
　

名

旧
所
属

朝
日
小
校　

長

渡
辺　

博
明

中
河
小
学
校

朝
日
小
教

諭

玉
木　
　

賢

新
採
用

糸
生
小
教

諭

家
接　

昌
代

福
井
市
大
安
寺
中
学
校

糸
生
小
教

諭

齊
藤　

慶
司

坂
井
市
磯
部
小
学
校

宮
崎
小
教

諭

谷　

美
保
子

福
井
市
足
羽
第
一
中
学
校

宮
崎
小
教

諭

高
野　

弘
美

敦
賀
市
中
央
小
学
校

宮
崎
小
学
校
栄

養
職
員

佐
藤　

佳
代

南
越
前
町
今
庄
小
学
校

四
ヶ
浦
小

教

諭

武
内　

良
徳

新
採
用

城
崎
小
教

頭

屋
木　

洋
子

鯖
江
市
鳥
羽
小
学
校

城
崎
小
教

諭

水
嶋　

裕
樹

越
前
市
万
葉
中
学
校

織
田
小
教

諭

鰐
渕　

友
紀

新
採
用

朝
日
中
教

諭

酒
井　

勇
太

高
浜
町
高
浜
中
学
校

宮
崎
中
教

諭

上
坂　

彰
博

越
前
市
武
生
二
中
学
校

宮
崎
中
教

諭

小
原　

慶
子

新
採
用

越
前
中
校

長

小
辻　

洋
三

丹
生
高
等
学
校

越
前
中
教

諭

大
佛　

尚
彦

福
井
市
灯
明
寺
中
学
校

越
前
中
教

諭

野
村　

裕
子

越
前
市
服
間
小
学
校

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

平
成
24
年
度
新
採
用
職
員

課
（
室
）
名

氏　
　
　

名

国
際
交
流
室

齋さ
い　

藤と
う　

　
　

尭た
か
し

税

務

課

加か　

藤と
う　

条じ
ょ
う

太た

郎ろ
う

上
下
水
道
課

橘た
ち
ば
な　

　
　

研け
ん　

吾ご

商
工
観
光
課

木き　

村む
ら　

宏ひ
ろ　

光み
つ

建

設

課

上う
え　

平ひ
ら　

圭け
い　

太た

国
際
交
流
室

（
国
際
交
流
員
）

モ
ハ
マ
ド 

シ
ャ
イ
リ
ル
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議　会
議会事務局
局長
向當一郎

次長
鈴木恵美

総務課

課長
梅野秀一

課長補佐(行政)
石田和也
課長補佐
(人事･給与)
杉本恭伸課付課長

齋藤忠左ヱ門

課員
林　康彦・岡山克大・岡田寿子
伊部由三・西　益男・水嶋康志郎

まちづくり課

課長
出口俊一 

課長補佐(政策)
藤﨑健一
課長補佐
(コミュニティ )
林　和美

課員
小山さとみ・久保義治・伊部茂幸
河合　智・中村英哲・藤野祐子

企画財政課
課長
武藤幹雄

課長補佐
原　雅哉

課員
水島伸也・佐々木桂子・安井正樹
清水拓郎

監理課
課長
佐々木靖郎

課長補佐
山口隆司

課員
森﨑千春・佐々木岳大・水野義之
古﨑竜司・谷口悦子

税務課
課長
和田弘美

課長補佐
友広家延

課員
轟久美子・後藤邦枝・河瀬慎人
川嶋孝史・鈴木亜紀子・大橋伸也
竹内史哉・加藤条太郎

宮崎
コミュニティ
センター

センター長(兼)
出口俊一

センター長補佐
谷口浩之

課員
新谷　満 

課員(兼)
佐々木幸恵
石川智美課員(併)

高原健二

越前
コミュニティ
センター

センター長(兼)
出口俊一

センター長補佐
小河宗基

課員
黒崎一哉

課員(兼)
川邉初美
森下亜希子課員(併)

黒田麻里

織田
コミュニティ
センター

センター長(兼)
出口俊一

センター長補佐
左近昭博

課員
上坂佳一

課員(兼)
佐々木浩子
水島美奈課員(併)

森崎さゆり・牧田千佳

納　税
推進室

室長
黒田三博

室長補佐
中上由美

課員
佐々木ひとみ・高原利則
牧田茂晴

防災安全課 課長
畑　雅樹

課長補佐
井上義宣

課員
見谷理奈・畑　優器・小辻和正

男女共同
参画室

室長
山下和信

室長補佐
佐々木由里

課員
大鎌延浩

国　際
交流室

室長
酒井英則

室長補佐
山口和美

課員
下仲　翔・モハマド シャイリル・齋藤　尭

書記
笠川晃央

総務理事
吉田治夫

町　長
関　敬信

副町長
爲國藤治

総　
　
　
　

務　
　
　
　

部　
　
　
　

門

平成24年度  越前町職員組織図平成24年度  越前町職員組織図住民課
課長
上野笑子

課長補佐
稲田明美

課員
小道世知紀・杉森　匡・柴矢昌美
駒野裕子・飛田莉奈江

社会福祉
支援室

室長
奥谷富治子

室長補佐
木本加代子

課員
上山和美・山田宗治・木原千晶
髙松千鶴

民生理事
間所英樹

朝日中央
保育所

所長
佐藤千津子

保育士
西村千香子・青山美智代・谷口育代
堀　京子・小荒繁美・木下祐子
北島　翔

調理員
牛若順子

朝日西
保育所

所長
渡邉みき代

保育士
井上佳津代・北島優子・青山裕美
金本芳恵

調理員
冨田とみゑ

朝日南
保育所

所長
武内真理子

保育士
横田米子・高原律子・永谷沙織

調理員
青山みや子

織　田
児童館

館長
水野春美

朝　日
児童館

館長（兼）
来田秋生

次長心得
田邉香織

山　中
児童館

館長（兼）
水野春美

宮　崎
児童館

館長
上野正枝

朝日子育て
支援センター

所長（兼）
来田秋生

次長心得（兼）
田邉香織

宮崎子育て
支援センター

所長（兼）
上野正枝

織田子育て
支援センター

所長（兼）
水野春美

朝日北
保育所

所長
宮川和代

保育士
竹内喜美・月田有香・中山貴世

調理員
渡辺奈保美

宮崎中央
保育所

所長
玉邑弘子

保育士
牧野由美恵・芝田優子・松葉雪枝・谷口万絵
近藤恵美・齋藤忠良

小曽原
保育所

所長
清水幸子

保育士
西栁千晴・福岡沙織・水嶋悠子

調理員
磯網美代子

民　
　
　
　
　
　
　

生　
　
　
　
　
　
　

部　
　
　
　
　
　
　

門

宮崎住民
サービス室

室長(兼)
上野笑子

室長補佐(兼)
稲田明美

課員
佐々木幸恵・石川智美
課員(兼)
新谷　満 

越前住民
サービス室

室長(兼)
上野笑子

室長補佐(兼)
稲田明美

課員
川邉初美・森下亜希子
課員(兼)
黒崎一哉

課長
来田秋生

課長補佐
吉田純子 武田喜之・坂下哲哉・川﨑瑞奈子育て支援課

課員

課員(兼)
織田住民
サービス室

室長(兼)
上野笑子

室長補佐(兼)
稲田明美

課員
佐々木浩子・水島美奈

上坂佳一
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高齢福祉課

課長
渡邉きみえ

課長補佐
渡邉三峰子

課員
中村弘和・中倉京子・和田幸也
堀内文夫
介護福祉士
姉﨑加奈子

ホームヘルパー
高橋浩子・網渕美春

事務補助員
春木明美
川上清恵

保健衛生課
課長
滝本正美

課長補佐(保健）
吉田直子
課長補佐(環境)
松村徹治

課員
牧野正克・正木俊行・木村良太
保健師
木下里美・髙島幸恵

看護師
松田　円

健　康
増進室

室長
水谷英一

室長補佐
水嶋敬子
室長補佐
出口博美

課員
山﨑美保子

栄養士
榎本博美

保健師
岡田明代・南　七恵

室長補佐
古川智巳

地域包括
支援センター

所長（兼）
水谷英一

次長
黒田とみ子

保健師
谷﨑美香世

次長（兼）
黒田とみ子

在宅介護
支援センター

所長（兼）
水谷英一

介護福祉士
水島由紀

ホームヘルパー
掃部智子

朝日保健
センター

保健師(兼)
木下里美

織田保健
福祉センター

保健師(兼)
古川智巳

商工観光課
課長
上野三千男

課長補佐
髙木剛彦

課員
大矢康一・木原尚裕・牛若千鶴
野　哲治・宮﨑みか・毛利裕昭
木村宏光

住　宅
政策室

室長
牧田芳広

室長補佐
近藤由美子

課員
荒井基志・小西智弘・山﨑充晃

建設理事
野　賢一

建設課

課長
渡邉照夫

課長補佐(朝日･宮崎)
齋藤健治

課長補佐(越前･織田)
菅原辰彦

課員
森崎晃次・山内了輔・毛利章憲
安井俊幸・大橋直人・安原沙紀
上平圭太
技術補助員
小川　茂

上下水道課
課長
青山右近

課長補佐(上水)
佐々木直人
課長補佐(下水)
青山秋彦

課員
道畑直和・清水英一・山田幸一
三七広樹・藤田智広・小山喜世美
川端雅旭・橘　研吾

工　事
検査室

室長
宇野與市郎

室長補佐
臥龍岡尊哉

課員
内藤　諭

建　

設　

部　

門

会計課 課長
北嶋一男

課長補佐
河合純子

課員
間之口翠

会計管理者
小刀称治一

産業理事
北野壽一

農林水産課
課長
武藤盛之

課長補佐(農林)
水島博之
課長補佐(農政)
佐々木訟覚

課員
尾澤正章・宮川泰昌・上坂健一
北島崇行・竹内敏雄・中西亜由美
鷲田久憲・浜野宏次・菱谷祐子

水　産
振興室

室長
山谷芳一

室長補佐
津田豊申

課員
福澤秀一

産　

業　

部　

門

民　
　
　
　
　

生　
　
　
　
　

部　
　
　
　
　

門

学校教育課
課長
三田村和久

課長補佐
岡田正一

課員
髙木裕見子・水島友樹・阪下倫夫
森下千尋

(財)越前町公共施設管理公社
松本　淳

福井県地方税滞納整理機構(兼)
高原利則

福井県丹南広域組合
松島顕子

福井県
山本周二良・青山晴彦・髙木浩輔

福井県後期高齢者医療広域連合
上野孝則

鯖江広域衛生施設組合
北野宗昭

派 遣 職 員

生涯学習課
課長
加藤昭宏

課長補佐
中村あい

課員
竹澤朋恵・佐々木貴久・宮永裕次
坂下由美子・下仲順子・増田佑馬

越前町生涯
学習センター

所長(兼)
加藤昭宏

課長補佐(兼)
中村あい

課員(兼)
竹澤朋恵・佐々木貴久・宮永裕次
坂下由美子・下仲順子・増田佑馬

越前町生涯学習
センター宮崎分館

分館長(兼)
加藤昭宏

課長補佐
木村美枝子

課員
高原健二

越前町生涯学習
センター越前分館

分館長(兼)
加藤昭宏

課長補佐
菅原多恵

課員
黒田麻里

越前町生涯学習
センター織田分館

分館長(兼)
加藤昭宏

課長補佐
上坂明子

課員
森崎さゆり・牧田千佳

文　化
スポーツ室

室長
佐々木大輔

室長補佐
桝田明美

課員
森下智晴・渡辺大作・竹内美幸
学芸員
堀　大介

文　化
歴史館

学芸員
小辻陽子・村上雅紀

朝日
学校給食
センター

所長(兼)
三田村和久
次長(兼)
岡田正一

運転手
前田彰治
三田村保夫

調理員
宮川幸代・吉田くみえ・進士利栄
橋本弘美・相馬はるみ・斎藤ひろみ

宮崎
学校給食
センター

所長(兼)
三田村和久
次長(兼)
木村美枝子

調理員
木原ひとみ・西野ひとみ・京藤直美

越前
学校給食
センター

所長(兼)
三田村和久
次長(兼)
菅原多恵

調理員
大川好枝・田中久美子・神谷宗典

織田
学校給食
センター

所長(兼)
三田村和久
次長(兼)
上坂明子

運転手
松村　修

調理員
掃部満寿美・森川陽子

町　立
図書館

館長
上坂光弘

司書
堤　和代

町立図書館
織田分館

司書
安井明希子

町立図書館
宮崎分館

分館長(兼)
上坂光弘

司書
文室小百合

町立図書館
越前分館

分館長(兼)
上坂光弘

司書
阿部祥子

教　
　
　
　
　

育　
　
　
　
　

委　
　
　
　
　

員　
　
　
　
　

会

朝　日
小学校

用務員
堂下由起美

宮　崎
小学校

用務員
小倉美鶴

織　田
中学校

用務員
山内つゆ子

織　田
小学校

用務員
芳野美惠子

城　崎
小学校

用務員
浜野恵子

朝　日
中学校

用務員
馬谷まり子

越　前
中学校

用務員
水嶋万寿美

教育長
堀　治市

教育委員会事務局長
河原　健
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A  word  from  the  international  arena...

T
O
P
I
C
S

え
ち
ぜ
ん

広報えちぜん 14平成24年 5 月号15 広報えちぜん
平成24年 5 月号

第 85 回

Vol. 85

国際交流室　☎34－8713問合せ先

男女共同参画室 ☎34－8715問合せ先

▲内藤委員長あいさつ ▲グループに分かれ、企画を話し合う▲

☆ 外国人生活相談窓口 ☆ ☆ ラジオに出演しています ☆
　越前町国際交流協会はグローバル化に対応できる人材を育
て、国籍と文化の違いを超える「共生する社会」を目指します。
　日本人と外国人がお互い認め合い、助け合い、住みやすい越前
町を実現したいと思います。様々な交流のイベントをとおして
草の根レベルからの「共生する社会」の浸透を図っています。
　その一環として当協会では外国人生活相談窓口を設置して
います。在日外国人をはじめ、日本人からの相談も受付けます。
窓口では日常生活の不安や在留資格の相談や通訳の相談など
ができます。23年度に受けた相談は以下のとおりです。
●外国人実習生の通訳の依頼
●米国ビザ申請についての相談
●国際結婚についての相談
●輸入食品販売店についての相談　　など
　一人で悩まずに、まず外国人生活相談窓口にご相談ください。
どんな小さなことでもスタッフが丁寧に笑顔で対応します。ご
相談をお待ちしております。

　越前町国際交流協会のことをより一層知っ
てもらうため、毎月、たんなんFMのたんなん
夢レディオに出演しています。

たんなんFM： 79.1 Mhz
番　組　名： 「Foreign Faces」
放　送　日： 毎月第1土曜日　15時～
 第3水曜日　18時～　※再放送
パーソナリティ： マデリン国際交流員
 モハマド国際交流員

　2人の軽快なトークとともに、協会イベン
トの告知や、諸外国の紹介、海外で流行って
いる音楽の紹介などをしています。
　ぜひ一度、ご視聴ください！

えちぜん男女共同参画のつどい
～7月7日 (土)実施決定～

　つどい実行委員会は、4月16日に第1回実行委員会を開催し、事業計画や、予算案などを承認しました。

　内藤尚子委員長は、「今の社会は支えあっていかなければ未来はありませんが、なかなか男女共同参画

の必要性を理解していただけないのが現状です。今年のつどいは、男女共同参画月間にあわせて早く開

催します。“脱皮しない蛇はほろびる（ニーチェ）”そうです。皆さん、一緒に脱皮しましょう！そして、

多くの人につどってもらえる「つどい」にしましょう」とあいさつしました。

　

交
通
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を
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（
社
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し
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4
月
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日
、織
田
地
区
で
越
前
町
交
通
指
導
員
会(

織

田
地
区) 

の
メ
ン
バ
ー
を
中
心
に
、地
元
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

の
皆
さ
ん
と
協
力
し
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区
内
の
交
差
点
約
３
０
０
か
所

に
施
さ
れ
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と
ま
れ
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文
字
や
足
型
マ
ー
ク
を
塗
り
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お
し
ま
し
た
。

　

約
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年
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者
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小
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～子育てのアドバイスを紹介します～
子育て支援センターの紹介

　子育て支援センターとは、保護者の人の子育ての悩みに支援活動を行う施設です。
　また、悩み相談だけでなく乳幼児や保護者の人の憩いの場として遊び場の提供や様々なイベント活
動を企画しており、子ども同士・親同士で仲間づくりもできます。
　町内には5つの子育て支援センターがあり、どの施設でも利用できます。活動事業は広報紙「ちょっ
ぽのこ」でも紹介しています。
　次号より、 各子育て支援センターから 「家庭でできる子どもとのふれあい遊び」 の紹介をします。
子どもともっと触れ合いたいが、いざ遊べといわれると何をしたらよいかわからないという人、ぜひ
ご覧ください。

開館時間：9：00～ 14：00　　休館日：土・日曜日、祝日、年末年始　　利用料：無料

町内子育て支援センター　一覧
施　　設　　名 住　　　　　所 電話番号

朝日子育て支援センター 西田中19－6－1 （朝日児童館内） 34－7123

宮崎子育て支援センター 江波76－5－1 （宮崎児童館内） 32－2323

織田子育て支援センター 織田153－3 （織田児童館内） 36－2232

はぎの子育て支援センター 萩野73－2 （はぎの保育園内） 36－0396

越前子育て支援センター 梅浦60－15－3 （四ヶ浦保育園内） 37－0900

問合せ先　子育て支援課　☎34－8725
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越
前
陶
芸
村
文
化
交
流
会
館
の
身
体
障
が
い
者
用
ト
イ
レ

が
オ
ス
ト
メ
イ
ト
に
配
慮
し
た
ト
イ
レ
に
な
り
ま
し
た
。

　

オ
ス
ト
メ
イ
ト
の
皆
さ
ん
、ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
オ
ス
ト
メ
イ
ト
…
人
工
肛
門
・
人
工
膀
胱
を
保
有
す
る
人
。

　

町
内
で
は
左
記
の
2
か
所
に
オ
ス
ト
メ
イ
ト
対
応
ト
イ
レ
が

整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

１

越
前
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

２

越
前
陶
芸
村
文
化
交
流
会
館

　

越
前
町
内
の
小
学
3
・
4
年

生
が
学
習
に
使
用
す
る
新
版
の

社
会
科
副
読
本
が
3
月
に
完
成

し
、4
月
よ
り
学
習
に
使
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

3
・
4
年
生
で
は
、身
近
な
地
域
で
の
く
ら
し
や
先
人
の

業
績
を
題
材
に
学
習
し
ま
す
が
、改
訂
さ
れ
た
越
前
町
版
の

副
読
本
は
、教
科
書
や
福
井
県
版
の
副
読
本
と
併
用
し
な
が

ら
、よ
り
効
果
的
な
学
習
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
な
構
成
に

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、学
習
を
進
め
る
中
で
、児
童
が
越
前

町
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
、郷
土
を
愛
す
る
心
が
は
ぐ
く

ま
れ
る
よ
う
な
内
容
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

副
読
本
は
町
内
の
図
書
館
で
も
閲
覧
で
き
ま
す
の
で
、ぜ

ひ
一
度
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

4
月
1
日
に
町
営
朝
日
総
合
運
動
場
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
コ
ー

ト
で
第
8
回
町
協
会
長
杯
争
奪
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
町
内
の
16
チ
ー
ム
、約
85
人
が
参
加
し
、交
流
を

深
め
な
が
ら
競
技
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
試
合
結
果
】

　

優　

勝　

タ
ッ
チ　
　
　
　
　
　
（
宮
崎
地
区
）

　

準
優
勝　

ザ
・
キ
ャ
ッ
ツ
ア
イ　
（
宮
崎
地
区
）

　

第
3
位　

朝
日　
　
　
　
　
　
　
（
朝
日
地
区
）

　

第
3
位　

江
波
タ
ッ
チ　
　
　
　
（
宮
崎
地
区
）

オ
ス
ト
メ
イ
ト
対
応
ト
イ
レ
が
で
き
ま
し
た

越
前
町
版
の
社
会
科
副
読
本
が
完
成
し
ま
し
た

協
会
長
杯
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

　

4
月
8
日
・
15
日
、町
営
野
球
場
で
第
6
回
越
前
町
長
杯

学
童
野
球
大
会
が
開
か
れ
、町
内
軟
式
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
4
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

大
会
は
、各
チ
ー
ム
の
交
流
と
学
童
軟
式
野
球
の
技
術
力

向
上
の
た
め
に
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、総
当
た
り
リ
ー
グ

戦
を
行
い
、朝
日
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
優
勝
し
大
会
3

連
覇
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

選
手
た
ち
は
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
、随
所
に

好
プ
レ
ー
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

試
合
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す（
順
位
は
勝
敗
数
、直
接
対

決
勝
敗
に
よ
り
決
定
）。　

　

優　

勝　

朝
日
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団 

　

準
優
勝　

宮
崎
フ
ァ
イ
ヤ
ー
ズ

　

第
3
位　

織
田
ジ
ュ
ニ
ア
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

　

第
4
位　

越
前
オ
ー
シ
ャ
ン
ズ

朝
日
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
大
会
3
連
覇
！

〜
町
長
杯
学
童
野
球
大
会
〜

優勝した朝日野球スポーツ少年団の皆さん

優勝したタッチの皆さん

耐震診断・補強プラン作成への支援
【対象となる木造住宅】
●昭和56年5月31日以前に着工されたもので、
一戸建て木造住宅で3階建て以下のもの。
　（店舗などと併用している住宅は、延床面積の
1／2以上が住宅の用途であること。）

【対象となる耐震診断】
●「福井県木造住宅耐震促進協議会」が（財）日本
建築防災協会の定める「一般診断法」で行う耐
震診断に限ります。

【負担額】
●耐震診断　　個人負担3,000円
●補強プラン　個人負担3,000円
●あわせて、6,000円の個人負担で「福井県木造
住宅耐震診断士」による耐震診断、補強プラン
の作成が受けられます。

※耐震診断、補強プラン作成は、原則としてセットでの申
し込みになります。ただし、以前に耐震診断を受けた
人は、補強プランのみの申込みになります。

耐震改修工事への支援
【対象となる木造住宅】
●昭和56年5月31日以前に着工された木造住宅。
●町の耐震診断士派遣事業による耐震診断を受
けた木造住宅で診断の結果、上部構造評点が
1.0未満の住宅

【対象となる改修工事】
●改修後の診断評点を0.7以上にする耐震改修工事。
●福井県木造住宅耐震診断士が補強計画および
工事監理を行い、福井県木造住宅耐震促進協議
会の判定を受けること。

【補助金の額】
●耐震改修工事費用の2／3以内で、60万円を限
度に補助します。

※いずれも、募集件数に限りがあります。申込多数の場
合、平成25年度以降になる場合がありますので、ご了
承ください。

　木造住宅の耐震診断と補強プラン作成および耐震改修工事を支援します。
　町では住宅の耐震化を促進し、町民の生命・財産を守るために、一戸建て木造住宅の耐震診断、補強
プラン作成および耐震改修工事を支援しています。

主　催 第62回“社会を明るくする運動”
 越前町推進委員会
募集規定 ⑴　対　象
  ・標語、作文とも町内に住所を有する

か勤務する人
 ⑵　原　稿
  ・用紙は、標語、作文とも原稿用紙と

し、作文は400字詰め原稿用紙3～
5枚とします。

  ・ 標語および作文共に未発表のものに限
り、応募はそれぞれ一人1点とします。

 ⑶　締切り　5月31日（木）必着
 ⑷　提出先

越前町役場社会福祉支援室内“社会を
明るくする運動”越前町推進委員会

審　査　推進委員会に設置する「標語・作文審
査委員会」が行います。

表　彰 ⑴　標語・作文共に概ね最優秀賞1点、
優秀賞3点とします。

 ⑵　表彰は、7月3日（火）開催の推
進委員会の席上にて行います。

その他 作品の著作権、版権などは推進委員会
に帰属し、返却は行いません。

 作文は、1枚目の1行目に題名を、2行
目に氏名を書いてください。

 標語・作文共に氏名にはふりがなをつ
けてください。

趣　旨 　「社会を明るくする運動」は、すべての国民が、犯罪や非行の防止と罪を犯した人たちの
更生について理解を深め、それぞれの立場において力を合わせ、犯罪や非行のない明るい
社会を築こうとする全国的な運動です。

 　標語・作文の募集は、非行問題などに関して日ごろ考えていることや体験したことを表現
することで、本運動に対する理解を深め、併せてこれらの作品の広報を通して関心を高め、
理解を深めることをねらいとしています。

問合せ先　社会福祉支援室　☎34－8724

申込・問合せ先　住宅政策室　☎34 ｰ 8727

第62回 「社会を明るくする運動」 標語・作文の募集第62回 「社会を明るくする運動」 標語・作文の募集
“社会を明るくする運動”越前町推進委員会“社会を明るくする運動”越前町推進委員会

我が家の耐震性をチェックしてみませんか？
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6
月
1
日
は「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」で
す
。

　

越
前
町
人
権
擁
護
委
員
会
で
は
、特
設
人
権
相
談
所
を
開

設
し
ま
す
。
人
権
問
題
で
、困
り
事
や
心
配
事
が
あ
り
ま
し

た
ら
、気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。

例
え
ば
こ
ん
な
こ
と

●

夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力

●

体
罰
や
い
じ
め

●

ス
ト
ー
カ
ー

●

幼
児
・
こ
ど
も
・
高
齢
者
へ
の
身
体
的
・
心
理
的
虐
待

●

障
害
や
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
や
ハ
ン
セ
ン
病
で
あ
る
こ
と
の
差
別

特
設
人
権
相
談
所

と　

き　

６
月
2
日（
土
） 

9
時
〜
16
時

と
こ
ろ　

越
前
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　

あ
わ
せ
て
、小
学
生
人
権
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
の
作
品

を
織
田
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
メ
ル
シ
ロ
ビ
ー
に
展
示
し

ま
す
。（
５
月
26
日（
土
）〜
６
月
2
日（
土
））

　

こ
の
制
度
は
、経
済
的
な
理
由
に
よ
っ
て
就
学
が
困
難
と

認
め
ら
れ
る
小
中
学
生
の
保
護
者
に
対
し
て
町
が
支
援
を
行

う
制
度
で
す
。保
護
者
か
ら
の
申
請
に
よ
り
所
得
を
審
査
し
、

準
要
保
護
児
童
生
徒
と
し
て
認
定
さ
れ
た
場
合
、学
用
品
費
、

修
学
旅
行
費
な
ど
の
一
部
、学
校
給
食
費
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

援
助
を
必
要
と
す
る
人
は
、学
校
よ
り
申
請
書
を
受
け
取
り
、

地
区
を
担
当
す
る
民
生
委
員
に
提
出
く
だ
さ
い
。
家
庭
環
境

が
変
わ
っ
た
場
合
な
ど
い
つ
で
も
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
が
、毎
年
申
請
が
必
要
で
す
。

問
合
せ
先　

学
校
教
育
課　

☎
３
４ｰ

８
７
１
６

　3月21日、越前町生涯学習センターで、「シシ肉 deお手軽料理教室」が開かれました。
　シシ肉をより身近に感じてもらおうと企画したこの教室には、町内外から多くの参加がありました。講師
にぷぅあぷぅの池田シェフを迎え、味噌シチュー、肉巻き、カツの3品を作りました。参加者からは、「シシ肉
じゃないみたい。おいしい。」とシシ肉の新たな料理法に感心するとともに、美味しさを堪能していました。

★材料（3人分）★

•猪ローススライス…… 9枚

•青じそ………………… 6枚

•小麦粉、パン粉 ………適量

•卵……………………… 1個

•揚げ油…………………適量

•キャベツ（千切り）……1／4

•パセリ（みじん切り）…適量

★作り方★

1. 猪肉は、紙タオルの上に並べ、しばらくおいて水分を取る。

2. 青じそに小麦粉を軽くつける。

3. 肉・青じそ・肉・青じそ・肉の順でサンドされる状態にする。

4. 3を小麦粉、卵、パン粉の順にくぐらせ、180℃の油で4 ～ 5分揚げる。

5. 4を皿に盛り、塩、こしょう、粉チーズを振り、千切りキャベツを添えてパセリを散らす。

※※ワンポイント※※

パン粉を付ける前に塩を振ると、紫蘇・肉から水分が出てしまうので、塩は揚げてから振ります。

ひ
と
り
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か

〝
1
日
人
権
相
談
所
開
設
〞

越
前
町
就
学
援
助
費
支
給
制
度

（
小
中
学
生
対
象
）
の
お
知
ら
せ

～～　紫蘇たっぷりのミラノ風カツレツ　～～

水分を取る。



広報えちぜん 20平成24年 5 月号21 広報えちぜん
平成24年 5 月号

平成２４年度全国高等学校総合体育大会

　7月28日（土）から8月20日（月）まで新潟県・富山県・石川県・福井県・長野県の北信越ブロックで高
校生最大のスポーツ大会である全国高校総体（インターハイ）が開催されます。
　福井県では体操、バドミントン、ホッケー、なぎなたの4つの競技大会を開催します。
　ホッケー競技においては、7月31日（火）に越前陶芸村文化交流会館で開会式を行い、8月1日（水）から
8月5日（日）の競技日程で、越前町営総合運動場人工芝ホッケー場および福井県立ホッケー場が大会会場と
なり熱戦が繰り広げられます。
　ぜひ、来場して全国から集まる高校生たちの熱い戦いをご観戦ください。

鯖江・丹生消防大会開催！

越前消防団入団者の紹介

越前町デジタル防災行政無線開局

4月2日、丹生分署で、越前消防団辞令交付式が行われました。
地域を守るために新しく入団した団員を紹介します。

　町内全域で整備を進めてきたデジタル防災行政無線が完成し、3月30日、役場前で開局式が行われました。
　開局式には、関町長、北陸総合通信局 山本部長、北野議長、島田県議会議員をはじめ、関係者約70人が出席
し、テープカット後、サイレンや運用開始の放送が流れました。
　これからは、役場無線室から、町内各地に設置された屋外拡声子局や公共施
設の戸別受信機により災害時の情報や行政情報を放送したり・ミュージック
チャイムを流します。

　消防団員や消防車両による行進、消防音楽隊とカラーガード隊シューティングスターによるドリル演奏など
が行われます。越前町の安全・安心を守る越前消防団員が多数参加しますので、その雄姿をぜひご覧ください。

地　　区 入　　　団　　　者
分　団 氏　　　名

朝日地区

第２分団 上　山　正　之
第４分団 渡　辺　素　明
第４分団 佐　藤　潤　嗣
第５分団 安　井　得　洋

越前地区

第２分団 橋　本　　　潔
第２分団 菱　谷　圭　輔
第３分団 仲　埜　智　博
第４分団 島　田　繁　徳
第５分団 正　木　健　一
第６分団 掃　部　哲　朗
第７分団 橋　本　龍　志
第７分団 荒　井　保　範

地　　区
入　　　団　　　者

分　団 氏　　　名

織田地区

第２分団 北　野　真　邦
第３分団 田　中　智　行
第４分団 林　　　芳　和
第５分団 向　　　将　平

宮崎地区

第１分団 木　下　寿　範
第１分団 芝　　　貴　光
第１分団 竹　内　　　光
第２分団 山　内　宏　治
第３分団 熊　谷　　　亮
第４分団 山　本　武　志
第４分団 河　合　純　人

5月20日（日）  9時～ 鯖江市東鯖江3丁目  鯖江市文化センターおよび周辺日  時 場  所

鯖江・丹生消防組合
※丹生分署　　☎３６－０１１９
※朝日分遣所　☎３４－０１１９
※越前分遣所　☎３７－０１１９

問合せ先

福井県実行委員会　ホッケー競技専門委員会　☎34－0097（FAX兼）問合せ先

２０１２ 北信越かがやき総体
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れ

犬の登録と狂犬病予防注射を受けてください！

すべての青少年にスポーツの歓びを！

5月のオススメPICK UP ! 情報

　畜犬（飼い犬）は法律により、登録と年1回の狂犬病予防注射が義務付けられています。5月15日（火）～
23日（水）の下記日程により町内各地で狂犬病予防集合注射を実施します。動物病院で、狂犬病予防注射の接
種および注射済票の交付がまだの人は、いずれかの場所で必ず受けてください。

　町内には以下のスポーツ少年団（27団）があります。まずは気軽に練
習を見学してみてはいかがですか。練習場所と時間はお問合せください。
　また、新たにスポーツ少年団を登録して活動したい場合も、気軽にお問
い合わせください。
　なお、団の年度登録及び新規登録申請期限は6月29日（金）となってお
りますのでご注意ください。

◎会場に犬が多く集まりますと、吠えたり
興奮したりなど管理上の問題が予想さ
れます。お年寄りや小さなお子さんだ
けのご来場はなるべく控え、犬を保定
（暴れないように抱く）できる人が申請
をお願いします。

◎最近、飼い主のモラルが問われていま
す。ペットは飼い主を選べません。愛
情と責任を持って飼いましょう。また、
周囲に迷惑をかけることなく、快適に
ペットと暮らすためにも適切なしつけ
をしましょう。ふん尿などは、適切に処
理し、周囲の環境保全に努めましよう。

【持参物】
① 印鑑
② 登録・注射に必要な料金
③ 案内ハガキ
④ 狂犬病予防注射済証明書
 （既に注射を済ませた場合）

【料金表】 （単位：円）
登録手数料 予防注射料金 注射済票交付手数料

計
3,000 2,300 550

新たに登録する犬 ○ ○ ○ 5,850
既に登録済みの犬 ○ ○ 2,850
既に注射、登録済みの犬 ○ 550

月　日 実　施　場　所 時　　間

5月15日（火）

岩開公民館 9：00～ 10：00
朝寿殿前駐車場 10：30～ 12：00
小倉多目的集会施設 13：30～ 14：30
消防朝日第5分団防災施設前 15：00～ 16：00

5月16日（水）

陶の谷サブセンター 9：00～ 10：00
宮崎コミュニティセンター 10：30～ 12：00
八田集落センター 13：30～ 14：30
若竹荘西側駐車場 15：00～ 16：00

5月22日（火）
越前サブコミュニティセンター 9：30～ 10：30
高佐地区集会施設 11：00～ 12：00
越前コミュニティセンター 13：30～ 15：00

5月23日（水）

織田コミュニティセンター
（旧越前町生涯学習センター織田分館） 9：30～ 10：30

萩野生活改善センター 11：00～ 12：00
織田文化歴史館 13：30～ 15：00

バレーボール 野　　球 ホッケー 剣　　道 柔　　道

朝　　日 朝　　日 朝　　日 朝　　日 朝　　日

宮崎男子 宮　　崎 常　　磐 越前少年 複　　合

宮崎少女 越　　前 糸　　生 織　　田 萩　　野

四 ヶ 浦 織　　田 Echizen HOMES 卓　　球

城　　崎 織田中学生 バスケットボール 朝　　日

織田男子 空　　手 宮崎少年 糸　　生

織田女子 朝　　日 宮崎 QueenBee 織　　田
※中学生や高校生もスポーツ少年団に加入できます。

問合せ先　保健衛生課　☎34－8710

問合せ先　越前町スポーツ少年団事務局 （越前町生涯学習センター 文化スポーツ室内）　☎34－8730

日　

時　

5
月
27
日（
日
）

　
　
　
　

8
時
30
分
〜
16
時（
小
雨
決
行
）

集
合
場
所　

丹
生
郡 

越
前
町 

杖
立（
上
糸
生
）

　
　
　
　
「
奥
糸
生
地
区
多
目
的
集
会
施
設
」（
旧
小
川
分
校
）

参
加
者　
大
会
の
趣
旨
に
賛
同
す
る
人

　
　
　
　
（
た
だ
し
、小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
で
お
願
い
し
ま
す
）

内　

容

　

①
自
然
の
景
観
、山
野
草
や
樹
木
、史
蹟
を
鑑
賞
し
な
が
ら

の
ゆ
っ
た
り
と
し
た
登
山

　

②
山
頂
広
場
で
の
泰
澄
祭
、野
外
コ
ン
サ
ー
ト
史
蹟
散
策
な
ど

日　

程

　

8
時
20
分　

受
付
開
始

　

8
時
30
分　

入
山
式

　

9
時　
　
　

出
発　

ゆ
っ
く
り
登
山

　

11
時
40
分　

到
着　

越
知
神
社
参
拝

　

12
時　
　
　

泰
澄
祭

　
　
　
　
　
　
歌
と
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
の
集
い（
川
畑
庄
治
氏
）

　
　
　
　
　
　

昼
食（
泰
澄
鍋
の
振
舞
い
）

　
　
　
　
　
　

奥
の
院
な
ど
の
史
蹟
散
策

　
　
　
　
　
　
　
「
泰
澄
の
杜
割
引
券（
当
日
限
定
）」を
配
布

　

14
時　
　
　

下
山
式

　

14
時
5
分　
下
山
開
始（
原
則
と
し
て
元
の
コ
ー
ス
を
下
る
）

　

16
時　
　
　

下
山
終
了（
旧
小
川
分
校
）

持
ち
物　

弁
当
、水
筒
、お
や
つ
、雨
具
、軍
手
、防
寒
具

そ
の
他

　

事
前
申
し
込
み
、参
加
費
は
不
要
で
す
。
ま
た
、当
日
は
登

山
に
ふ
さ
わ
し
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。
事
故
な
ど
の

場
合
は
、簡
単
な
応
急
処
置
は
し
ま
す
が
、そ
の
後
の
処
置
は

各
自
の
責
任
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

　

越
知
山
泰
澄
塾
事
務
局　

☎
３
４ｰ

１
２
０
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
０
９
０ｰ

６
８
１
０ｰ

５
８
３
９

　

越
前
町
に
は
多
く
の
歴
史
や
文
化
・
伝
統
、そ
し
て
素
晴

ら
し
い
風
景
の
数
々
が
あ
り
ま
す
。
越
前
町
の
自
慢
を「
写

真
」で
表
現
し
、広
く
発
信
し
ま
す
。

　

応
募
作
品
の
中
か
ら
優
秀
作
を
表
彰
し
、入
賞
作
品
は
、今

後
町
の
観
光
ポ
ス
タ
ー
な
ど
越
前
町
の
観
光
Ｐ
Ｒ
に
幅
広
く

使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

応
募
テ
ー
マ　
「
五
感
で
感
じ
る
越
前
町
」

撮
影
期
間　

4
月
1
日（
日
）〜

応
募
締
切　

平
成
25
年
2
月
20
日（
水
）必
着

部
門 

（
全
3
部
門
）

　

写
真
部
門

　

ポ
ス
タ
ー
部
門 （
縦
版
写
真
の
み
）

　

プ
チ
フ
ォ
ト
コ
ン
部
門 （
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
応
募
）

各
賞 

（
全
23
点
）

【
写
真
部
門
・
ポ
ス
タ
ー
部
門
】

　

特　

選　

賞
金
8
万
円　
　
　
　
　
　

1
点

　

大　

賞　

賞
金
3
万
円（
各
1
点
）　

計
2
点

　

準
大
賞　

賞
金
1
万
円（
各
1
点
）　

計
2
点

そ
の
他
、各
団
体
賞
な
ど
計
20
点

【
プ
チ
フ
ォ
ト
コ
ン
部
門
】

　

金　

賞　
（
賞
金
1
万
円)

の
他
、銀
賞
・
銅
賞
の
計
3
点

問
合
せ
先　

商
工
観
光
課　

☎
３
４ｰ

８
７
２
０

　
　
　
　
　
詳
し
く
は
、「
え
ち
ぜ
ん
な
び
」で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

第
24
回
越
知
山
泰
澄
ウ
ォ
ー
ク
＆

泰
澄
祭
の
ご
案
内

第
六
回
越
前
大
自
慢
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

• 開催中！ 山野草展　5月6日（日）まで
身近な山野で見られる野草から希少種
まで、解説つきで展示する「生きた植物
標本展」です。
• 5月4日（金） みどりの日特別講座
春の植物の植物講座と、学芸員による
ミニコンサートを行います。
福井総合植物園プラントピア　☎34 ｰ 1120

以前広報で募集した、花の茶屋 「よって駅ね」 の経営者が決まりました。
経営者／株式会社　山蔵 （さんぞう）
4月20日にオープンし、きび団子やきびワッフル、コーヒー、抹茶などを販売しています。
お近くにお越しの際にはぜひお立ち寄りください。　花の茶屋「よって駅ね」　☎36 ｰ 1889

• 開催中！ 「朝鮮陶磁展」　7月1日（日）まで
朝鮮王朝時代のやきものの魅力を山口県立萩美術館・浦
上記念館のコレクションよりご紹介します。

• 5月3日（木）～6日（日）　電動ろくろ無料体験
電動ろくろで作品作りに挑戦！人気の体験コースを特別
に無料体験できます。
福井県陶芸館　☎32 ｰ 2174

• 展示中！ 稚ガニの水槽展示　5月末まで
体長1～3cmの生まれて1・2年の稚ガニを展示中です。
越前がにミュージアム　☎37 ｰ 2626

• 5月3日（木）～5日（日）  漁船で船釣りファミリープラン
漁船で魚釣りを体験できます。ご家族で船釣りを楽しん
でください。（要予約）　越前町観光協会　☎37 ｰ 1234

花の茶屋 「よって駅ね」
営業中！
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被爆地の土を埋める場所がない 竹内　涼子

　

悠
久
の
ロ
マ
ン
を
感
じ
、
輝
け
る
越
前
の
歴
史
・
文
化
を

知
ろ
う
。
そ
し
て
、
後
世
に
語
り
継
ご
う
。

　

越
前
発
信
・
地
域
密
着
型
、
越
前
学
講
義
。

　

身
近
な
歴
史
・
文
化
・
自
然
を
題
材
に
、
越
前
を
語
る
。

名
誉
塾
長　

梅
原　
　

猛 
（
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
顧
問
）

塾　
　

長　

関　
　

敬
信
（
越
前
町
長
）

講　
　

師　

堀　
　

大
介
（
越
前
町
教
育
委
員
会
学
芸
員
）

　
　
　
　
　

小
辻　

陽
子
（
越
前
町
教
育
委
員
会
学
芸
員
）

　
　
　
　
　

村
上　

雅
紀
（
越
前
町
教
育
委
員
会
学
芸
員
）

　
　
　
　
　

松
本　
　

淳
（
福
井
総
合
植
物
園
園
長
）

　
　
　
　
　

早
坂　

英
介
（
福
井
総
合
植
物
園
学
芸
員
）

外
部
講
師　

藤
川　

明
宏
（
福
井
市
立
郷
土
歴
史
博
物
館
学
芸
員
）

　
　
　
　
　

納
村　
　

力
（
日
本
野
鳥
の
会
福
井
県
会
員
）

定　
　

員　

先
着
30
人

募
集
対
象　

18
歳
以
上

募
集
期
間　

５
月
１
日
（
火
）
か
ら
15
日
（
火
）
ま
で

申
込
方
法　

左
記
連
絡
先
に
電
話
で
申
込
み

参
加
費　

３
，０
０
０
円

問
合
せ
先　

越
前
町
内
郡
13ｰ

19ｰ

３

　
　
　
　
　

文
化
ス
ポ
ー
ツ
室

　
　
　
　
　

☎
３
４ｰ

８
７
３
０　

Ｆ
Ａ
Ｘ 

３
４ｰ

２
７
２
０

講
義
１　

親
真
の
謎
―
織
田
氏
の
出
自
を
考
え
る
―

　

講
師　

堀　

大
介

　

日
時　

平
成
24
年
５
月
19
日
（
土
）

　

場
所　

越
前
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

内
容　

最
近
の
研
究
の
結
果
、
新
事
実
が
判
明
し
た
。
正

応
三
年
（
１
２
９
０
）
銘
の
石
塔
に
埋
葬
さ
れ
た

人
物
と
、
織
田
氏
の
系
図
に
登
場
す
る
親
真
と
の

関
係
は
？　

そ
の
謎
を
探
る
。

講
義
２　

生
命
に
つ
い
て
考
え
る　

―
粘
菌
の
世
界
―

平
成
24
年
度
越
前
学
悠
久
塾
塾
生
募
集

　

講
師　

松
本　

淳

　

日
時　

６
月
16
日
（
土
）

　

場
所　

福
井
総
合
植
物
園

内
容　

イ
グ
ノ
ー
ベ
ル
賞
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
粘
菌
に

つ
い
て
解
説
す
る
こ
と
で
、
生
物
の
不
思
議
を
紹

介
す
る
。

講
義
３　

越
前
町
の
仏
像
と
神
仏
習
合

　

講
師　

藤
川　

明
宏

　

日
時　

７
月
14
日
（
土
）

　

場
所　

朝
日
観
音

内
容　

朝
日
観
音
や
日
吉
神
社
な
ど
、
越
前
町
の
仏
像
を

通
し
て
神
仏
習
合
の
歴
史
に
つ
い
て
考
え
る
。

講
義
４　

越
前
・
若
狭
民
話
考

　

講
師　

村
上　

雅
紀

　

日
時　

8
月
18
日
（
土
）

　

場
所　

織
田
文
化
歴
史
館

内
容　

民
俗
学
に
お
け
る
民
話
研
究
の
成
果
を
も
と
に
、

越
前
・
若
狭
に
伝
わ
る
民
話
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

講
義
５　

草
木
染
め
の
植
物
誌

　

講
師　

早
坂　

英
介

　

日
時　

９
月
15
日
（
土
）

　

場
所　

福
井
総
合
植
物
園

内
容　

染
め
物
に
使
用
す
る
植
物
の
種
類
と
歴
史
を
解
説

し
、
伝
統
的
な
色
彩
の
秘
密
に
せ
ま
る
。

講
義
６　

生
活
の
中
の
年
中
行
事

　

講
師　

小
辻　

陽
子

　

日
時　

10
月
20
日
（
土
）

　

場
所　

織
田
文
化
歴
史
館

内
容　

日
常
生
活
に
取
り
込
ま
れ
て
い
る
年
中
行
事
の

元
々
の
か
た
ち
を
取
り
出
し
、
そ
の
変
化
に
つ
い

て
考
え
る
。

講
義
７　

越
前
町
の
野
鳥

　

講
師　

納
村　

力

　

日
時　

11
月
17
日
（
土
）

　

場
所　

福
井
総
合
植
物
園

内
容　

野
鳥
の
観
察
会
を
通
し
て
、
越
前
町
の
自
然
に
つ

い
て
考
え
る
。

講
義
８　

彫
刻
と
陶
芸

　

講
師　

小
辻　

陽
子

　

日
時　

12
月
15
日
（
土
）

　

場
所　

織
田
文
化
歴
史
館

内
容　

意
外
な
材
質
で
つ
く
ら
れ
た
作
品
を
紹
介
し
な
が

ら
、
彫
刻
と
陶
芸
、
雨
田
作
品
と
陶
芸
の
関
わ
り

を
紹
介
す
る
。

講
義
９　

仏
教
史
年
表
を
読
む
（
一
）

　

講
師　

村
上　

雅
紀

　

日
時　

平
成
25
年
１
月
19
日
（
土
）

　

場
所　

織
田
文
化
歴
史
館

内
容　
『
福
井
県
史
』
を
ベ
ー
ス
に
作
成
し
た
福
井
県
仏

教
史
年
表
を
テ
キ
ス
ト
と
し
、
越
前
・
若
狭
に
お

け
る
仏
教
の
受
容
と
展
開
を
概
観
す
る
。

講
義
10　

越
国
王
と
５
世
紀
の
渡
来
文
化

　

講
師　

堀　

大
介

　

日
時　

平
成
25
年
２
月
16
日
（
土
）

　

場
所　

織
田
文
化
歴
史
館

内
容　

番
城
谷
山
5
号
墳
の
発
掘
調
査
で
大
発
見
が
あ
っ

た
。
移
民
の
時
代
、
5
世
紀
。
最
新
の
技
術
と
文

化
を
も
た
ら
し
た
渡
来
人
と
そ
の
影
響
に
つ
い
て

考
え
る
。

公
開
講
座　

外
部
講
師
に
よ
る
講
演
会

　

講
師
・
日
時
・
場
所　

未
定

　

※
講
義
の
開
始
時
間
は
講
義
１
・
７
の
み
10
時
30
分
、
そ

れ
以
外
の
講
義
は
13
時
30
分
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
講

義
内
容
、
日
程
、
場
所
に
関
し
て
は
変
更
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

遺
跡
の
発
掘
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

発
掘
の
作
業
員
を
募
集
し
ま
す
。
町
の
歴
史
を
塗
り

か
え
る
大
発
見
に
立
ち
会
い
ま
し
ょ
う
。

実
施
期
間　

7
月
後
半
〜
8
月
初
旬

　
　
　
　
　

8
月
後
半
〜
9
月
中
頃

募
集
期
間　

5
月
1
日（
火
）〜
15
日（
火
）ま
で

募
集
人
数　

5
人
程
度

　
　
　
　
　

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
面
接
を
し
ま
す
。

対　
　

象　

町
内
在
住
で
、
体
力
に
自
信
の
あ
る
人
。

　
　
　
　
　

期
間
を
通
し
て
働
け
る
人
。

問
合
せ
先　

文
化
ス
ポ
ー
ツ
室

　
　
　
　
　

☎
３
４ｰ

８
７
３
０

　

植
物
地
理
・
分
類
学
会
２
０
１
２
年
度
大
会
を
越
前
町
で
行
い
ま
す
。
60
周
年
を
記
念
し

て
一
般
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
参
加
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

講
師　

岩
槻　

邦
男 

氏

　
　
　
　
（
兵
庫
県
立
人
と
自
然
の
植
物
館
館
長
）

　
　
　
「
植
物
園
と
つ
き
あ
う 

―
生
涯
学
習
と
学
会
・
植
物
園
」

　
　
　

門
田　

裕
一 

氏

　
　
　
　
（
国
立
科
学
博
物
館
植
物
研
究
部
研
究
主
幹
）

　
　
　
「
福
井
県
の
興
味
深
い
植
物
た
ち
」

日
時　

6
月
1
日
（
金
）
17
時
30
分
〜
20
時　

入
場
無
料

会
場　

越
前
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　
（
丹
生
郡
越
前
町
内
郡
１
３ｰ

１
９ｰ

３
）

問
合
せ
先　

福
井
総
合
植
物
園
プ
ラ
ン
ト
ピ
ア

　
　
　
　
　

☎
３
４ｰ

１
１
２
０

遺
跡
発
掘
作
業
員
の
募
集

植
物
地
理
・
分
類
学
会
60
周
年
記
念
公
開
講
演
会

5月の休館日  7日・14日・21日　　開館時間  9時～ 17時（最終入館は16時30分）

5月5月のの越前陶芸村文化交流会館イベント情報越前陶芸村文化交流会館イベント情報 入館
無料

珈琲サロン「Coin Café  越前焼で珈琲時間」
好みの越前焼カップでコーヒーが飲める！（常設）

ユニークな器展2012　入賞作品展
越前町宮崎観光協会

開催期間　5月1日（火）～31日（木）

生　花　展
越前陶芸まつり実行委員会

開催期間　5月26日（土）～28日（月）

祝　草月流家元継承10年　いけばな展
草月グル―プ ともだち

開催期間　5月19日（土）～20日（日）

和・よみがえる
丹生和服縫製組合

開催期間　5月26日（土）～27日（日）

のんびりCafé
越前陶芸まつりお休み処

開催期間　5月26日（土）～28日（月）

小さな　クラフト市
越前焼の窯元が出店

開催期間　5月20日（日）

「魔法園児 マモルワタルミュージカル」（招待者対象）
ＪＡ共済 親と子の交通安全

開催期間　5月20日（日）
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ありがとうの灯が渦まいた震災地 山田　幸枝
苦も楽もみんな人生渦の中 松村　典子
ボランティアの腕が助けた豪雪地 武藤　久子

　臨床心理士による心の相談を開催します。
　子どもの発達相談やスクールカウンセラーから大人のストレス相談まで、幅広い経験
を持たれたカウンセラーが相談に応じます。
　眠れない、仕事や学校に行きたくない、心がつらい時などお気軽にご相談ください。

　介護予防サポーター主催による「越前
つるかめ体操」教室を今後、順番にご紹介
していきます。 まず、 第1回目は「小樟
地区」です。

　小樟地区では、２人の介護予防サポーターを
中心に毎週木曜日13時３０分～15時まで、小樟
地区集会施設にて実施しています。毎回「つるか
め体操」をした後に、ペタンクなどのレクレーショ
ンも取り入れ、２０人近くの人が集まり、毎週楽し
く活動しています。
　また、マンネリ化防止に外部研修で習得したこ
とを、２か月に１回のお楽しみ会メニューにさっそ
く取り入れて、精力的に活動されています。

５月１１日（金）
13時３０分～15時３０分

越前町社会福祉センター（朝寿殿）
越前町西田中８－２０－1（☎３４‒２３８８）

無料

臨床心理士　千崎　愛 氏

―心をいやす相談会のご案内―

保健衛生課　☎34－8710問合せ先

日　時

会　場
カウンセラー

料　　金

※今後、奇数月に町内の施設
で開催を予定しています。

健診当日は健康保険証を必ず、ご持参ください。
＊健康診査を受けることができる人は次の①～③に該当する人です。
　①越前町国民健康保険に加入している40歳から74歳までの人
　②20歳から39歳までの職場などで健診を受診する機会のない人で、町の健診を希望する人
　　（必ず、事前に申し込んでください。）
　③後期高齢者医療保険に加入している人で、町の健診を希望する人（必ず、事前に申し込んでください。）
　上記以外の人は加入している医療保険によって異なりますので、各保険者へお問い合わせください。
＊がん検診については医療保険に関係なく、職場などでがん検診を受診する機会のない人を対象に行います。
　大腸がん検診の検便容器は、検診の受付時間であれば、すべての会場で回収しています。

健康増進室  ☎36－1375　保健衛生課  ☎34－8710問合せ先

実 施 日 会　　　場 ＊健康診査
肺がん・結核検診 胃がん検診 子宮がん

乳がん検診

５月28日（月）

織田農村環境改善センター
「サンライズ織田」 9：00～ 10：30 8：30～ 9：30 13：15～ 14：15

広野・蚊谷寺集落センター 13：00～ 13：30
八田新保・舟場集落センター 14：30～ 15：00

５月29日（火） 越前町役場 9：00～ 10：30 8：30～ 9：30 13：15～ 14：15

6月　6日（水） 樫津集落センター「隣保館」 9：00～ 10：00 8：30～ 9：30
田中集落生活改善センター 13：30～ 14：00

６月13日（水）
大樟地区集会施設 9：00～   9：30 8：30～ 9：30
西三区集落センター 13：00～ 13：30
八田集落センター 14：30～ 15：00

成人の健康診査成人の健康診査

在宅事業の開始と診療時間変更のお知らせ
――　織田病院指定管理者による運営開始　――

　４月１日から織田病院の指定管理者（公益社団法人地域医療振興協会）による運営がスタートしました。これを
機に在宅事業を開始しました。また、外来の受付時間及び診察時間が変更になりましたのでお知らせいたします。
【在宅事業】 
　在宅事業は病院などを退院された人が自宅で療養できるようにお世話やお手伝いをするもので、訪問看護と訪問介護
です。その内容は下記とおりです。

サービスのご利用についてわからないことがあればお気軽にステーションにお問い合わせください。（☎36-0190）

訪問看護
名称 おた訪問看護ステーション
内容　ケアマネージャーが立てたケアプランに基づくサー

ビスで、病状の観察、医師の指示による医療処置、
介護予防や認知症予防、褥瘡の予防と処置、在宅リ
ハビリテーションなどを行います。

訪問介護
名称 おたヘルパーステーション
内容　ケアマネージャーが立てたケアプランに基づくサー

ビスで、食事や入浴、排泄などの身体介護や、洗濯、
室内清掃、一般的な食事の調理などの生活援助を
行います。

外来受診の受付時間と診察時間
月～金 午前の部　受付時間 8：１５～１１：３０ 診察開始 8：４５～
 午後の部　受付時間 13：3０～１６：００ 診察開始 １4：0０～
 ※水曜日の午後も休まず診察いたします

　土 午前のみ　受付時間 8：１５～１１：３０ 診察開始 ８：４５～

つるかめ体操教室をつるかめ体操教室を
ご紹介します①ご紹介します①

越　前地区編

背筋もシャキ！と
伸びるように
なりました

皆で、フラワー
アレンジメント

に挑戦
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　新聞の勧誘員が家に来た。「今取っている新聞で不満はないから」と断って、ドアを
閉めようとしたが無理やり玄関に入ってきた。何度も断っているのに「何で断るん
だ！」と怒っているような口調で言われたかと思うと、今度は「頼むからお願いしま
す！お願いします！」と泣き落としのように頼み込まれたりしてあまりにしつこいの
で、仕方なく3カ月間の購読契約をしてしまった。やはり2紙も必要ないので解約し
たい。（80歳代　女性）

消費者生活の
ご相談は…

総務課 消費生活相談窓口  ☎34－8700
福井県消費生活センター　☎0776－22－1102
消費者ホットライン　　　☎0570－064－370

5月の越前町関連の番組放送時間表

たんなんスマイルＴＶ（デジタル091ch・デジアナ2ch）

※番組は予告なく変更されることがあります
ので、ご了承ください。

◎特別番組  まいどわいど生放送
　「いよいよ開催！越前陶芸まつり」
 　5/26（土）　10：00～11：45
　（会場から生中継）

◎Jr. ＋ [ ジュニアプラス ]
　ホッケースポーツ少年団
　Echizen HOMES

　（エチゼンホームズ）
　【5月12日（土）～18日（金）】
　①  8：45～   8：55
　②13：45～ 13：55
　③20：15～ 20：25

◎「丹南キッズ～ことばのタイムカプセル～」
　宮崎中央保育所
　【5月26日（土）～6月1日（金）】
　①  8：55～   9：00　②13：55～ 14：00
　③20：25～ 20：30

◎「ひと くらし いきいき羅針盤」
　活動グループ「紫水会」
　【5月19日（土）～25日（金）】
　①  9：15～   9：27　②14：15～ 14：27
　③20：45～ 20：57　④22：45～ 20：57

◎「～丹南ふれあい百景～おたっしゃ珍道中」
　「桜と陶芸のコラボ！しだれ桜まつり」の巻
　【5月5日（土）～11日（金）】
　①  9：00～   9：15　②14：00～ 14：15
　③20：30～ 20：45　④23：30～ 23：45

◎「越前町いきいき情報局」
　①  7：55～　②12：55～　③19：55～
　（隔週火曜日更新）問合せ先　丹南ケーブルテレビ㈱　番組制作課　☎21－3277

事  例

今回は、特に身近な新聞勧誘に関するトラブルを紹介します。
皆さんも、このような経験ありませんか？

トラブル
注意報

断っているのに
帰ってくれない！
新聞勧誘

※事例の他にも、購読開始時期が「1年後の○月から」といった数か月～数年先の契約をさせられ
るケースも目立っています。認知症の高齢者などの場合、配達が始まって初めて契約してい
たことに周囲が気づくこともありました。

※訪問販売でクーリング・オフができる期間は契約書を受け取ってから8日間です。それを過
ぎると、「○年○月～○年○月」などと期間が決まっている購読契約は途中でやめることが難
しいので、注意が必要です。

※ドアを開ける前に業者名と用件を聞き、必要なければきっぱり断りましょう。

被害にあわないために、ひとこと助言

田舎者都会の渦に目が廻る 山内　千代
人生の渦の流れに沿うている 山谷　ゆり

片腕は生涯妻と決めている 司辻　文子
渦中にしまい込みたい自我の邪気 向当みつ子

Q： 平成24年度から町県民税の扶養控除が変更されますが、その内容について教えて
ください。

Ａ： 平成24年度分から改正される主なものは、扶養控除も含めて以下のとおりです。

改正前（対象者） 改正後（対象者）

年少扶養控除 16歳未満 33万円 廃止

特定扶養控除
平成24年分の町県民税から
は16歳以上19歳未満は一般
扶養控除となります

16歳以上
23歳未満 45万円

16歳以上
19歳未満 33万円

19歳以上
23歳未満 45万円

一般扶養控除 23歳以上
70歳未満 33万円 変更なし

老人扶養控除 70歳以上 38万円 変更なし

（同居老親等） 70歳以上 45万円 変更なし

障害者控除  26万円 変更なし

特別障害者控除  30万円 変更なし

（同居特別障害者）  30万円  53万円

寄附金税額控除 適用下限 5,000円 適用下限 2,000円

例えば、16歳未満の年少扶養親族が1人いる場合、町県民税額が今までよりも
3万3千円（33万円×町県民税率10％）増える計算になります。

税務課  ☎34－8709問合せ先

　高齢者は肺炎にかかる率が高く、その原因の3割強を占めるのが肺炎球菌と言われています。町では、高齢
者の肺炎を予防するために、予防接種の費用の一部を助成しています。（補助はひとり1回のみです。）
　このワクチンの効果は約5年間持続されます。接種を希望する人は、事前に必ずお申し込みください。

高齢者肺炎球菌予防接種のお知らせ高齢者肺炎球菌予防接種のお知らせ

対　象　者 町内在住の75歳以上で希望する人（75歳の誕生日を過ぎてからお受けください。）
 ※今までに接種したことのある人は除きます。

接種期間 平成24年4月1日～平成25年3月31日（休診日は除きます。）

接種医療機関 伊部病院・藤田医院・渡辺内科医院・長田内科胃腸科医院・両林医院・橘医院・織田病院

助　成　額 2,000円　接種料金から2,000円を引いた額が、自己負担となります。
 　　　　　 医療機関によって接種料金は異なりますので、予約の際にご確認ください。

健康増進室  ☎36－1375　　保健衛生課  ☎34－8710申込・問合せ先
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実　施　日 場　　所 電話番号

中 止

朝 日 西 保 育 所 34－5602

朝 日 中 央 保 育 所 34－0081

朝 日 南 保 育 所 34－1614

宮 崎 中 央 保 育 所 32－2067

小 曽 原 保 育 所 32－2039

朝 日 北 保 育 所 34－1762

あ さ が お 保 育 園 34－1110

常 時 城 崎 南 保 育 所 39－1801

常 時 西 徳 寺 保 育 園 37－1354

毎 日 午 前 中 四 ヶ 浦 保 育 園 37－0305

毎 日 午 前 中 た い ら 保 育 園 36－0251

毎 日 午 前 中 は ぎ の 保 育 園 36－0396

毎 日 午 前 中 陶 の 谷 保 育 所 32－3014

毎 週 木 曜 日 織 田 保 育 所 36－0160

（
敬
称
略
、
4
月
15
日
現
在
）

（
4
月
15
日
現
在
）
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え
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も
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で
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で
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ょ
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か
？

　

私
は
と
い
う
と
…
久
し
ぶ
り
に
大
学
時
代

の
友
人
が
訪
ね
て
く
る
の
で
、ど
こ
を
案
内
し

て
あ
げ
よ
う
か
悩
ん
で
い
ま
す
。

　

越
前
町
内
を
案
内
す
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、都

会
で
は
体
験
で
き
な
い
、タ
ケ
ノ
コ
掘
り
を
体

験
さ
せ
て
あ
げ
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
、越
前
町
の
魅

力
を
発
信
し
て
い
け
た
ら
と
思
っ
て
ま
す
。

※
5
月
号
か
ら
裏
表
紙
の 

「
え
ち
ぜ
ん
カ
レ
ン

ダ
ー
」 

を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。
慣
れ

る
ま
で
は
見
づ
ら
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

人口と世帯
（4月1日現在）

★ ～「読書会」に入りませんか？～ ★
　図書館では、さらなる読書活動の推進、活性化をめざして「読書会」の会員を募集しています。「読書会」とは、
本の感想や意見などを話し合い、交流しながら読書の和を広げていく「グループ」のことです。
　町内には、現在8つの「読書会」があり、普段は個別に活動を行っていますが、年に数回、合同で集まる行
事もあります。

戦
国
大
名
が
愛
し
た
幸
若
舞（
二
）

　

前
回（
一
）に
、
織
田
信
長（
一
五
三
四
〜
八
二
）が
、
幸

若
舞
を
愛
好
し
て
い
た
こ
と
を
紹
介
し
ま
し
た
。
今
回
は
、

戦
国
時
代
の
覇
者
・
徳
川
家
康
（
一
五
四
二
〜
一
六
一
六
）

と
幸
若
舞
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

徳
川
家
康
と
幸
若
舞

　

天
正
九
年
（
一
五
八
一
）、
徳
川
家
康
は
武
田
軍
と
対
峙

し
、
高
天
神
城
（
静
岡
県
）
を
包
囲
し
ま
す
。
立
て
籠
も
る

武
田
軍
は
兵
糧
も
尽
き
、
落
城
は
目
前
に
迫
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
ん
な
時
、武
田
軍
は
徳
川
軍
の
陣
中
に
幸
若
太
夫
が

い
る
こ
と
を
知
り
、
最
後
に
幸
若
舞
を
見
て
こ
の
世
の
思

い
出
に
し
た
い
と
考
え
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
武
田
軍
は
「
幸

若
太
夫
の
舞
を
一
曲
所
望
承
り
た
い
。」
と
家
康
に
手
紙
を

送
り
ま
す
。

　

か
ね
て
よ
り
幸
若
舞
を
愛
好
し
て
い
た
家
康
は
こ
の
申

し
出
に
感
動
し
、
幸
若
太
夫
に
舞
を
舞
う
よ
う
に
命
じ
ま

し
た
。
太
夫
は
城
際
近
く
ま
で
進
み
、『
高
舘
』
の
曲
を
演

じ
ま
す
。
城
兵
た
ち
は
塀
際
に
身
を
乗
り
出
し
、涙
を
流
し

な
が
ら
演
奏
を
聴
き
、舞
が
終
わ
る
と
、城
中
よ
り
武
者
一

騎
が
歩
み
出
て
太
夫
に
贈
り
物
を
届
け
ま
し
た
。
翌
日
、武

田
軍
は
城
か
ら
討
っ
て
出
て
潔
く
戦
い
、
一
人
残
ら
ず
討

ち
死
に
し
ま
し
た
。
こ
の
時
、徳
川
軍
が
討
ち
取
っ
た
首
の

数
は
六
八
八
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
ま
す
。

幸
若
舞『
高
舘
』

　

高
天
神
城
の
戦
い
で
幸
若
太
夫
が
舞
っ
た
と
さ
れ
る

『
高
舘
』は
、次
の
よ
う
な
物
語
で
す
。

　

文
治
五
年
（
一
一
八
九
）、
源
頼
朝
の
命
を
受
け
た
追
討

軍
が
、奥
州
衣
川（
岩
手
県
）に
拠
る
源
義
経
に
迫
り
、高
舘

で
は
義
経
に
よ
っ
て
主
従
別
れ
の
酒
宴
が
開
か
れ
て
い
ま

し
た
。
そ
こ
に
、
熊
野
か
ら
鈴
木
重
家
が
訪
れ
ま
す
。
重
家

は
主
君
に
殉
じ
る
決
意
が
固
く
、
義
経
に
具
足
を
申
し
請

い
、
合
戦
に
臨
み
ま
す
。
夜
が
明
け
て
、
義
経
の
忠
臣
は
大

軍
を
前
に
怯
む
こ
と
な
く
一
騎
当
千
の
奮
戦
を
し
、壮
絶
な

討
ち
死
に
を
し
ま
し
た
。
武
蔵
坊
弁
慶
も
瀕
死
の
重
傷
を

負
い
、
義
経
と
別
れ
の
盃
を
交
わ
し
、
衣
川
で
立
っ
た
ま
ま

絶
命（
立
往
生
）し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

戦
国
時
代
、
多
く
の
武
将
た
ち
が
『
高
舘
』
に
み
る
義
経

軍
の
忠
義
心
と
勇
敢
さ
に
共
感
し
、
み
ず
か
ら
の
人
生
を

重
ね
合
わ
せ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

　

４
月
８
日
に
行
わ
れ
た 

「
あ
し
が
た
ペ

イ
ン
ト
」 

の
様
子
で
す
。

　

詳
し
く
は
15
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

西
田
中　

冨
山　

英
夫
さ
ん
（
82
歳
）

内　

郡　

三
𠮷　
　

久
さ
ん
（
88
歳
）

朝　

日　

新
本　

静
子
さ
ん
（
75
歳
）

佐
々
生　

出
口　

秀
子
さ
ん
（
78
歳
）

気
比
庄　

野
村　

正
幸
さ
ん
（
66
歳
）

乙　

坂　

清
水
マ
サ
ヲ
さ
ん
（
92
歳
）

牛　

越　

清
水　

智
一
さ
ん
（
81
歳
）

下
糸
生　

牛
若
シ
ゲ
ノ
さ
ん
（
85
歳
）

上
糸
生　

松
田

ず
の
さ
ん
（
88
歳
）

小
曽
原　

山
内　

三
郎
さ
ん
（
86
歳
）

広　

野　

山
岸　
　

勇
さ
ん
（
92
歳
）

蚊
谷
寺　

武
田
と
し
を
さ
ん
（
90
歳
）

大　

谷　

佐
藤
チ
ヱ
コ
さ
ん
（
104
歳
）

梅　

浦　

藤
澤
フ
ジ
ノ
さ
ん
（
82
歳
）

梅　

浦　

秦　
　

欽
彌
さ
ん
（
79
歳
）

　

宿　
　

河
部
シ
ズ
コ
さ
ん
（
89
歳
）

　

宿　
　

藤
野　

勝
子
さ
ん
（
83
歳
）

新　

保　

瓜
生
と
き
は
さ
ん
（
96
歳
）

新　

保　

三
井
ス
エ
ヲ
さ
ん
（
88
歳
）

城
ヶ
谷　

𠮷
水　

育
子
さ
ん
（
75
歳
）

大　

樟　

川
本　
　

好
さ
ん
（
76
歳
）

　

厨　
　

久
保　

秀
義
さ
ん
（
77
歳
）

　

厨　
　

別
司
つ
る
子
さ
ん
（
84
歳
）

　

東　
　

佐
々
木　

進
さ
ん
（
89
歳
）

矢　

倉　

奥
田　

堅
太
さ
ん
（
82
歳
）

上　

戸　

江
村
ま
さ
さ
ん
（
95
歳
）

東
内
郡　
　

小
酒
龍
り
ゅ
う
太た

郎ろ
う

（
賢
、
男
）

西
田
中　
　

橋
谷　

一い
つ

輝き

（
浩
平
、
男
）

内　

郡　
　

奥
谷
莉り

愛あ

來ら

（
紘
規
、
女
）

気
比
庄　
　

小
川　

新あ
ら

太た

（
修
一
、
男
）

気
比
庄　
　

松
田　

蒼そ
う

右す
け

（
広
樹
、
男
）

小　

倉　
　

樋
村
笑え

衣い

琉る

（
芳
彦
、
女
）

田　

中　
　

鷲
田　

太た

一い
ち

（
高
義
、
男
）

大
谷
寺　
　

水
島　

秀ひ
で

直な
お

（
秀
嘉
、
男
）

樫　

津　
　

堀　
　

心み

結ゆ

（
吉
一
、
女
）

新　

保　
　

牧
田　

紗さ

瑛え

（
茂
晴
、
女
）

道　

口　
　

畑　
　

希の
ぞ

美み

（
秀
彦
、
女
）

道　

口　
　

山
下　

竜
り
ゅ
う
輝き

（
大
輝
、
男
）

　

厨　
　
　

山
﨑　

由ゆ

舞ま

（
孝
司
、
女
）

人　口 23,661人

　男 11,437人
　女 12,224人
世帯数 7,264戸

（前月より66人減）

哀しみの深さ家族の愛で埋め 上坂　末男
気が付けば渦かも知れぬもつれ糸 木下百合子

騒動の渦中で味方だと解る 原　　榮子
祭り太鼓腕から神へ捧ぐ音 関谷美和子

・町立図書館　☎34－0395
・宮 崎 分 館　☎32－7712
・越 前 分 館　☎37－7713
・織 田 分 館　☎36－2288

現在のグループ名と代表者名

朝日地区  
若草読書会 （代表　上野　保雄） 
ほおずき読書会 （代表　笠原　栄子） 
ナナカマド読書会 （代表　荒木　桂子） 
花づな読書会 （代表　内藤　尚子）

織田地区
織田婦人読書会 （代表　奥田喜代美）
下河原読書会 （代表　大川　寛子）
ひまわり読書会 （代表　稲田　豊子）

宮崎地区
やまぼうし読書会 （代表　古川　静子）

≪こんな活動をしています≫

・同じ題名の本（県立図書館「かたらい文庫」）を読んで話し合う。
・それぞれが自由に好きな本を読んで感想を話す。
・テーマを決めて本を読み合う。

≪こんな行事に参加できます≫
・年に一度の合同読書会
　同じ本を読んで、会員同士の親睦を深める。
・文学散歩
　文学ゆかりの地を訪ね見聞を深める。
・福井県合同読書会・福井県読書グループ・セミナーなどに参加する。
・文集「ぬくもり」の作成

≪読書会を新しくつくることもできます≫
　地域の仲間や同じ趣味の仲間など誘って、新しく「読書会」をつ
くることもできます。『この本についてどう感じているのか』、『本を
通して友達と話がしたい』と考えている人は、「読書会」を作ってみ
てはいかがでしょうか。図書館職員がお手伝いします。
　詳細については、お近くの図書館までお問い合わせください。

連絡先

なかよしひろば（園開放）なかよしひろば（園開放）
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日
月

火
水

木
金

土

5 ／ 16

子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
00

（
越
前
町
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

結
婚
相
談

13
：
00
～
16
：
00

（
越
前
町
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

17
1
歳
6
か
月
児
健
診

13
：
30
～
14
：
30

（
朝
日
保
健
セ
ン
タ
ー
）

18
離
乳
食
教
室

9：
30
～
10
：
00

（
朝
日
保
健
セ
ン
タ
ー
）

子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
00

（
越
前
町
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

心
配
ご
と
相
談

13
：
00
～
16
：
00

（
織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

ポ
リ
オ
予
防
接
種

13
：
30
～
14
：
30

（
織
田
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

19

20
20
周
年
記
念
感
謝
デ
ー

（
ア
ク
テ
ィ
ブ
ハ
ウ
ス
越
前
・

 露
天
風
呂
漁
火
）

【
休
日
当
番
医
】

長
田
内
科
胃
腸
科
医
院

☎
32
-2
77
4

21
結
婚
相
談

13
：
00
～
16
：
00

（
越
前
町
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

22
家
族
介
護
者
サ
ロ
ン

10
：
00
～
12
：
00

（
萩
野
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
）

23
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
00

（
越
前
町
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

子
育
て
サ
ロ
ン
　
　
　
　

「
わ
い
わ
い
キ
ッ
ズ
」

10
：
00
～
11
：
30

（
宮
崎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

家
族
介
護
者
サ
ロ
ン

10
：
00
～
12
：
00

（
越
前
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

草
木
染
・
手
織
　
　
　
　

髙
橋
千
鶴
子
 米
寿
展

9：
00
～
16
：
00

（
プ
ラ
ン
ト
ピ
ア
）（
～
28
日
）

24
家
族
介
護
者
サ
ロ
ン

10
：
00
～
12
：
00

（
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
糸
生
分
館
）

こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
福
祉

巡
回
相
談

13
：
30
～
14
：
30

（
朝
日
保
健
セ
ン
タ
ー
）

25
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
00

（
越
前
町
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

家
族
介
護
者
サ
ロ
ン

10
：
00
～
12
：
00

（
樫
津
隣
保
館
）

1
歳
6
か
月
児
健
診

13
：
30
～
14
：
30

（
織
田
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

26
越
前
陶
芸
ま
つ
り

9：
00
～
18
：
00

（
越
前
陶
芸
村
）

よ
み
き
か
せ

14
：
00
～
15
：
00

（
町
立
図
書
館
）

27
越
前
陶
芸
ま
つ
り

9：
00
～
18
：
00

（
越
前
陶
芸
村
）

【
休
日
当
番
医
】

整
形
外
科
大
城
医
院

☎
32
-3
50
0

28
越
前
陶
芸
ま
つ
り

9：
00
～
17
：
00

（
越
前
陶
芸
村
）

結
婚
相
談

13
：
00
～
16
：
00

（
越
前
町
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

29
30
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
00

（
越
前
町
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

31
6 ／ 1

子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
00

（
越
前
町
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

植
物
地
理
・
分
類
学
会
60

周
年
記
念
公
開
講
演
会

17
：
30
～
20
：
00

（
越
前
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）

2

3
菖
蒲
湯
　
～
の
ー
ん
び
り

ゆ
ー
っ
た
り
～

10
：
00
～
22
：
00

（
露
天
風
呂
漁
火
）

【
休
日
当
番
医
】

伊
部
病
院
　
☎
34
-0
22
0

4
結
婚
相
談

13
：
00
～
16
：
00

（
越
前
町
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

5
心
配
ご
と
相
談

13
：
00
～
16
：
00

（
宮
崎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

6
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
00

（
越
前
町
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

7
8
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
00

（
越
前
町
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

9
よ
み
き
か
せ

14
：
00
～
15
：
00

（
町
立
図
書
館
）

よ
み
き
か
せ

14
：
00
～
14
：
30

（
町
立
図
書
館
織
田
分
館
）

10
福
井
総
合
植
物
園
プ
ラ
ン

ト
ピ
ア
無
料
開
園
の
日

9：
00
～
17
：
00

（
プ
ラ
ン
ト
ピ
ア
）

【
休
日
当
番
医
】

織
田
病
院
　
☎
36
-1
00
0

11
結
婚
相
談

13
：
00
～
16
：
00

（
越
前
町
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

12
家
族
介
護
者
サ
ロ
ン

10
：
00
～
12
：
00

（
織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

心
配
ご
と
相
談

13
：
00
～
16
：
00

（
越
前
町
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

2
歳
児
歯
科
健
診

13
：
30
～
14
：
30

（
朝
日
保
健
セ
ン
タ
ー
）

13
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
00

（
越
前
町
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

悠
々
い
き
い
き
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
30

（
宮
崎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

家
族
介
護
者
サ
ロ
ン

10
：
00
～
12
：
00

（
越
前
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

14
家
族
介
護
者
サ
ロ
ン

10
：
00
～
12
：
00

（
越
前
町
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

15
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
00

（
越
前
町
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

家
族
介
護
者
サ
ロ
ン

10
：
00
～
12
：
00

（
宮
崎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

※
休
日
当
番
医
の
診
療
時
間
は
、
9：
00
～
17
：
00
で
す
。
都
合
に
よ
り
医
療
機
関
が
変
更
に

　
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
受
診
前
に
電
話
や
新
聞
な
ど
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
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